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３
０
０
ｍ
を
越
え
る
鐘か
ね

撞つ
き

堂ど
う

山さ
ん

な
ど

自
然
豊
か
な
環
境
を
有
す
る
と
と
も

に
、
関
越
自
動
車
道
花
園
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
的

な
道
路
網
や
、
複
数
の
鉄
道
駅
を
有

す
る
交
通
特
性
に
も
優
れ
た
都
市
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
知

ら
れ
る
深
谷
ね
ぎ
を
は
じ
め
、ブ
ロ ッ

    コリ
ー
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
代
表
さ

れ
る
農
産
物
の
産
出
額
は
全
国
で

４
位
、
関
東
で
は
第
１
位
と
な
り
ま

す
。新「

深
谷
市
」
の
当
面
の
運
営
は
、

合
併
に
向
け
て
策
定
さ
れ
た
新
市
建

設
計
画
に
そ
の
方
針
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
将
来
都
市
像
に
は
、｢
笑
顔

に
あ
ふ
れ
活
力
を
創
出
す
る　

し
あ

わ
せ
市
民
都
市｣

を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。旧

市
町
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
融

合
・
発
展
す
る
こ
と
で
、新
た
な
「
深

谷
」
の
創
出
が
な
さ
れ
、
県
北
を
代

表
す
る
活
力
に
満
ち
た
都
市
と
し
て

飛
躍
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
は
市
民
の
皆
様
で
あ
り
「
市

民
が
つ
く
る
市
民
の
た
め
の
市
政
運

営
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
の

皆
様
と
行
政
が
深
い
信
頼
関
係
の
も

と
に
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。結

び
に
、
新
「
深
谷
市
」
の
更
な

る
発
展
と
、
今
年
１
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
市
誕

生
と
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
と
時
を
同

じ
く
し
、
深
谷
市
も
新
た
な
歴
史
の

時
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

私
は
、
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、
市
長
職
務
執
行
者
と
し
て

新
「
深
谷
市
」
の
た
め
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。旧

深
谷
市
・
岡
部
町
・
川
本
町
・

花
園
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新

「
深
谷
市
」
は
、
利
根
川
、
荒
川
と

い
う
県
内
を
代
表
す
る
河
川
や
標
高

新
市
誕
生
に
よ
せ
て

深谷市長職務執行者　神
かみ

尾
お

髙
たか

善
よし

新「深谷市」データ
面積 　　　 　 137.58 ㎢
 人口　(平成17年12月1日現在 )148,312人
公立保育園     　　 10 園
公立幼稚園    　　 12 園
公立小学校    　　 19校
公立中学校    　　 10 校
図書館 　　 　　　 4館
公民館 　　 　　 12 館

年月 概要
平成 16 年 8 月   ●深谷市・岡部町・川本町合併協議会設置
平成 16 年 9 月  ●第1回深谷市・岡部町・川本町合併協議会を開催
平成 16 年 11 月 ●第2回深谷市・岡部町・川本町合併協議会を開催

●花園町で町長選挙と同時に実施した「合併に関する意思を問う
　住民投票」で「深谷市を含む合併」が最も多い結果となる
●花園町および花園町議会が、深谷市、岡部町、川本町および各
　市町議会に対し1市3町による合併協議を申し入れる
●深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議準備会議を開催
  基本的事項について協議を行い、 目指すべき方向性が確認  
  できたことから、 「深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会」
  を設置することについて、合意書を取り交わす
   ○準備会議での確認事項について
   ⒈合併の方式は、新設合併とする
   ⒉合併の期日は、平成18年1月1日とする
   ⒊新市の名称は、「深谷市」とする
   ⒋新市の事務所の位置は、現深谷市役所とする
  ⒌深谷市、岡部町、川本町および花園町の合併協定項目お
      よび合併協議においては、解散となった深谷市・岡部町・
      川本町・花園町・寄居町合併協議会および深谷市・岡部町・ 
 　 川本町合併協議会における活動成果を原則として引き継
   ぐものとする
    ○法定合併協議会の設置などについて
   ⒈法定合併協議会の設置時期は、平成16年12月1日とする
   ⒉法定合併協議会設置関連議案は、 平成16年12月1日に各
    市町で開催される議会定例会または議会臨時会において、
      提案するものとする

    ●第3回深谷市・岡部町・川本町合併協議会を開催
平成 16 年 12 月 ●1市3町の議会定例会または議会臨時会を開催

・深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会設置議案可決   
       ●深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会設置
●第1回深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会を開催
●第4回深谷市・岡部町・川本町合併協議会を開催

平成 17 年 1 月 ●第2回深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会を開催
●第3回深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会を開催

平成 17 年 2 月 ●第4回深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会を開催
●合併協定調印式を開催

平成 17 年 3 月 ●合併に関する住民説明会を開催
●第5回深谷市・岡部町・川本町・花園町合併協議会を開催
●1市3町の議会臨時会で合併関連議案を可決
●埼玉県知事に合併申請

平成 17 年 7 月 ●埼玉県議会で深谷市・岡部町・川本町・花園町の合併議案を
   可決  
●埼玉県知事が深谷市・岡部町・川本町・花園町の合併を決定し、
総務大臣に申請

平成 17 年 8 月 ●深谷市・岡部町・川本町・花園町の合併が総務大臣により告
示（効力発生）

平成 18 年 1 月 ●深谷市・岡部町・川本町・花園町が合併し、新「深谷市」が
誕生

■新「深谷市」が誕生するまでの道のり■
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新
「
深
谷
市
」
の
概
要

平
成
18
年
１
月
１
日
、
深
谷
市
、

岡
部
町
、
川
本
町
お
よ
び
花
園
町
が

ひ
と
つ
に
な
り
誕
生
し
た
新
「
深
谷

市
」
は
、埼
玉
県
北
西
部
に
位
置
し
、

東
京
都
心
か
ら
70
㎞
圏
に
あ
り
、
東

は
熊
谷
市
、
江
南
町
に
、
南
は
嵐
山

町
、
寄
居
町
に
、
西
は
美
里
町
、
本

庄
市
に
、
北
は
群
馬
県
の
太
田
市
、

伊
勢
崎
市
に
接
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
北
部
は
利
根
川
水

系
の
低
地
で
、
南
部
は
秩
父
山
地
か

ら
流
れ
出
た
荒
川
が
扇
状
台
地
を
形

成
す
る
平
坦
な
地
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。交

通
の
面
で
は
、関
越
自
動
車
道
、

国
道
17
号
線
、
同
深
谷
バ
イ
パ
ス
、

上
武
国
道
、
国
道
１
４
０
号
線
、
同

バ
イ
パ
ス
、
国
道
２
５
４
号
線
な
ど

が
あ
り
、
広
域
間
の
基
幹
的
役
割
を

果
た
す
道
路
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
玄
関
口
と
し
て
関

越
自
動
車
道
花
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
嵐
山

小
川
、
本
庄
児
玉
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
近
接
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
、
秩

父
鉄
道
の
２
路
線
に
お
い
て
駅
を
有

す
る
と
と
も
に
、
上
越
新
幹
線
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
八
高
線
が
通
過
し
、
上
越
新

幹
線
本
庄
早
稲
田
駅
に
も
近
接
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
心
方
面
、

上
信
越
方
面
、
秩
父
方
面
へ
の
交
通

の
利
便
性
が
高
い
地
域
で
す
。

気
候
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

降
水
が
多
く
、
冬
に
な
る
と
北
よ

り
の
季
節
風
が
強
く
、
乾
燥
す
る
と

い
う
太
平
洋
側
の
気
候
の
特
色
と
と

も
に
、
内
陸
性
気
候
の
性
格
も
併
せ

も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
夏
と

冬
の
平
均
気
温
の
差
が
大
き
く
、
さ

ら
に
日
中
は
暑
く
、
夜
間
は
涼
し
い

と
い
う
１
日
の
な
か
で
の
温
度
差
が

大
き
い
こ
の
地
域
で
は
、雷
が
多
く
、

雷
雨
が
夏
の
降
水
量
を
多
く
す
る
一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ね
ぎ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
代
表
さ
れ
る
全

国
ブ
ラ
ン
ド
の
生
鮮
野
菜
や
、
白

鳥
の
飛
来
地
の
荒
川
や
利
根
川
な

ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
誠せ
い

之し

堂ど
う

・
清せ
い

風ふ
う

亭て
い

を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
遺
産
な
ど
を
有
し

て
い
ま
す
。

新
「
深
谷
市
」
の
将
来
都
市
像

「
笑
顔
に
あ
ふ
れ
活
力
を
創
出
す
る

し
あ
わ
せ
市
民
都
市
」

「
し
あ
わ
せ
市
民
都
市
」
と
は
、
市

民
１
人
ひ
と
り
が
物
心
両
面
に
お

い
て
「
幸
せ
」
を
全
身
で
実
感
で

き
る
笑
顔
あ
ふ
れ
活
力
に
満
ち
た

都ま

市ち

を
創
出
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
で
す
。

ま
た
、「
市
民
都
市
」
に
は
、
分

権
時
代
の
主
役
で
あ
る
市
民
が
中
心

と
な
っ
た
「
市
民
が
つ
く
る
市
民
の

た
め
の
市
政
運
営
」
を
推
進
す
る
た

め
、
行
政
と
市
民
が
深
い
信
頼
関
係

の
も
と
に
力
を
合
わ
せ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う

意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

●
だ
れ
も
が
恵
ま
れ
た
自
然
と
育
ま

れ
た
文
化
を
共
有
で
き
る
ま
ち
づ

く
り

地
域
資
源
を
市
民
共
有
の
財
産

と
し
て
、
大
切
に
保
存
し
つ
つ
、
手

間
ひ
ま
を
か
け
て
再
生
・
活
用
す
る

「
ス※

ロ
ー
タ
ウ
ン
」
の
考
え
方
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
都
市
と

し
て
の
新
た
な
魅
力
と
個
性
を
創
出

し
、
こ
れ
ら
を
新
た
な
財
産
と
し
て

次
代
に
発
展
的
に
継
承
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

●
豊
か
な
心
と
新
市
の
活
力
を
創
出

す
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
の
特
性
を
最
大
限
に
生
か

し
、
快
適
な
生
活
環
境
と
都
市
機
能

の
充
実
を
は
じ
め
、産
業
の
活
性
化
、

学
習
・
文
化
・
交
流
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、

総
合
的
な
地
域
活
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

市
民
生
活
に
お
け
る
う
る
お
い
や
安

ら
ぎ
を
実
感
で
き
る
豊
か
な
心
を
育

む
と
と
も
に
、
新
市
の
活
力
を
創
出

し
、
未
来
へ
向
け
限
り
な
く
発
展
す

る
自
立
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

●
協
働
に
よ
る
思
い
や
り
と
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

だ
れ
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
心

か
ら
実
感
で
き
る
ま
ち
、
だ
れ
も
が

愛
着
や
誇
り
を
も
ち
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
を
築
く
た
め
、「
ユ※

ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
考
え
方
を

も
と
に
、
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

45

※
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン

「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
の
考
え
方
と

は
、「
ス
ピ
ー
ド
社
会
」
と
「
ス
ロ
ー

社
会
」
の
ど
ち
ら
も
「
善
」
で
あ

り
、
２
つ
の
社
会
が
お
互
い
を
認

め
合
い
、
尊
重
し
合
い
、
共
存
し

て
い
く
社
会
の
実
現
を
目
指
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。ま
た
、「
ス
ロ
ー

社
会
」
と
は
、
単
に
「
ゆ
っ
く
り
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
手
間
ひ

ま
を
か
け
て
物
事
を
深
く
追
求
し
、

保
存
・
再
生
に
重
点
を
お
い
た
社

会
で
あ
り
、「
ス
ロ
ー
タ
ウ
ン
」
と

は
、「
ス
ロ
ー
社
会
」
に
重
点
を
お

い
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
で
す
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、

「
だ
れ
も
が
１
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
自
分
の
意
志
に
基
づ
き
、

生
活
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ

と
」
を
基
本
と
し
て
、
高
齢
者
も

若
い
人
も
、
障
害
の
あ
る
人
も
、

な
い
人
も
、
男
性
も
女
性
も
、
外

国
の
人
も
す
べ
て
の
人
が
、
暮
ら

し
や
す
い
よ
う
に
人
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
、
も
の
づ
く
り
な
ど
を

行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
で

す
。
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■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ

て
い
る
か
た
に
対
し
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き　

１
月
16
日
㈪
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

深
谷
市
藤
沢
公
民
館
１
階
大

会
議
室
Ｃ

■
投
票
の
で
き
る
か
た

昭
和
61
年
２
月
13
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
で
、旧
深
谷
市
、旧
岡
部
町
、

旧
川
本
町
、
旧
花
園
町
に
平
成
17
年

11
月
４
日
以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
、

引
き
続
き
新
「
深
谷
市
」
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
か
た

■
期
日
前
・
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

期
間　

２
月
６
日
㈪
〜
11
日
㈯

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

市
で
は
、
深
谷
市
役
所
本
庁
舎
、
岡

部
総
合
支
所
、
川
本
総
合
支
所
、
花
園

総
合
支
所
で
行
い
ま
す
。

投
票
は
、
投
票
日
に
決
め
ら
れ
た

投
票
所
で
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、

次
の
理
由
な
ど
で
投
票
日
当
日
投
票

所
へ
行
け
そ
う
に
な
い
か
た
の
た
め

に
期
日
前
・
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

【
主
な
理
由
】

①
投
票
日
に
仕
事(

自
営
業
な
ど)

や

冠
婚
葬
祭
の
予
定
が
あ
る
か
た

②
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
な

ど
で
投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な

い
予
定
の
か
た

③
病
気
や
け
が
、
妊
娠
な
ど
の
理
由
で

投
票
日
に
歩
け
な
い
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
か
た

■
投
票
日
当
日
の
投
票

時
間　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

場
所　

市
内
48
投
票
所
の
う
ち
指
定

さ
れ
た
投
票
所

■
他
の
不
在
者
投
票
の
方
法

そ
の
他
に
も
投
票
の
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
事
前
に
申
し
出
、

登
録
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
お

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
他
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
行
う
方
法

・
特
定
の
指
定
さ
れ
た
施
設
に
お
い
て

行
う
方
法

・
郵
便
な
ど
に
よ
り
行
う
方
法

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た

の
う
ち
条
件
を
満
た
す
か
た
は
、
自
宅

な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
、
こ
れ
を

郵
送
す
る
方
法
な
ど
に
よ
り
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
方
法
で
は
、
先
に
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
す
で
に
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
に
用
意
し
て
あ
る
投
票
用
紙
等
交
付

請
求
書
を
受
領
の
う
え
、
投
票
日
前
４

日
（
２
月
８
日
㈬
）
の
午
後
５
時
ま
で

に
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

■
選
挙
会
（
開
票
）

と

き　
２
月
12
日
㈰
午
後
９
時
〜

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

■
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

入
場
券
の
送
付
は
選
挙
の
啓
発
な

ど
が
主
な
目
的
で
す
。
入
場
券
を
紛
失

さ
れ
て
も
、
投
票
が
で
き
な
く
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
投
票
所
で

も
再
交
付
し
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

入
場
券
は
、
は
が
き
（
１
枚
に
４
人

分
）
で
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
が
届
か

な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
前
・
不
在
者
投
票
、
投
票
日
当

日
の
投
票
に
お
越
し
の
際
に
は
、
必
ず

記
載
の
投
票
所
を
確
認
の
上
、
切
り
離

し
て
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
持
参
で

き
な
か
っ
た
と
き
は
係
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
）。

■
選
挙
公
報
に
つ
い
て

立
候
補
者
の
記
事
を
載
せ
た
選
挙

公
報
を
２
月
８
日
㈬
の
新
聞
に
折
り
込

ん
で
配
布
予
定
で
す
。
ま
た
、
市
役
所

本
庁
舎
、
各
総
合
支
所
、
公
民
館
な
ど

に
も
置
く
予
定
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
入
手
で
き
な
い
と
き
は
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
大

切
な
選
挙
で
す
。
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
５
７
１―

１
２
１
１
・
内
線

５
０
５
４
）
へ

投
票
日　

２
月
12
日
㈰

告
示
日
（
立
候
補
受
付
日
）　

２
月
５
日
㈰

公共施設は全面禁煙です。ご協力をお願いいたします。Fukaya City Public Information,2006.01,Japan

市
で
は
新
市
誕
生
に
伴
い
、
１
月

１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
部
長
級
職
員
の
新
体
制
は
、
次

の
通
り
で
す
。

※
氏
名
の
あ
と
の
（　

）
内
は
旧
市

町
名
と
旧
役
職
名
で
す

総
合
政
策
部
長　

鶴
谷
豊
治(
深
谷

市
総
合
政
策
部
長)

、
総
合
政
策
部

付
深
谷
市
施
設
管
理
公
社
派
遣　

齊
藤
昌
弘(

深
谷
市
総
合
政
策
部
付

深
谷
市
施
設
管
理
公
社
派
遣)

、
総

務
部
長　

三
浦
康
夫(

深
谷
市
総
務

部
長)

、税
務
部
長　

松
本
高
康(

深

谷
市
税
務
部
長)

、
市
民
環
境
部
長

石
田
文
雄(

深
谷
市
市
民
環
境
部

長)

、
福
祉
健
康
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長　

本
多
彬
夫(

深
谷
市
福
祉
健

康
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長)

、
産
業

振
興
部
長　

塚
越
孝(

深
谷
市
産
業

振
興
部
長)

、
建
設
部
長　

高
田
文

孝(

深
谷
市
建
設
部
長)

、都
市
整
備

部
長　

髙
木
晃(

深
谷
市
都
市
整
備

部
次
長)

、検
査
監　

清
水
満(

深
谷

市
検
査
監)

、
消
防
本
部
消
防
長　

工
藤
友
明(

深
谷
市
・
岡
部
町
共
同

事
務
組
合
深
谷
地
区
消
防
本
部
消
防

長)
、
岡
部
総
合
支
所
長　

内
田
栄

一(

岡
部
町
町
民
生
活
担
当
理
事)

、

川
本
総
合
支
所
長　

小
和
瀬
明
泰

(

川
本
町
総
務
課
長)
、
花
園
総
合
支

所
長　

野
辺
邦
男(
花
園
町
議
会
事

務
局
長)

、
水
道
部
長　

荒
木
政
好

(

深
谷
市
・
岡
部
町
共
同
事
務
組
合

事
務
局
長)

、
総
務
部
参
事
（
議
会

事
務
担
当
）　

神
藤
喬(

深
谷
市
議

会
事
務
局
長)

、
総
務
部
参
事
（
監

査
委
員
担
当
）　

森
利
明(

深
谷
市

監
査
委
員
事
務
局
長)

、
総
務
部
参

事（
農
業
委
員
会
担
当
）　

高
田
正
也

(

深
谷
市
農
業
委
員
会
事
務
局
長)

、

教
育
委
員
会
教
育
次
長　

古
川
国
康

(

深
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長)

１
月
１
日
に
深
谷
市
と
児
玉
郡
市

１
市
４
町
（
本
庄
市
・
美
里
町
・
児

玉
町
・
神
川
町
・
上
里
町
）
で
、
公

共
施
設
の
相
互
利
用
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
１
月
１
日
か
ら
児

玉
郡
市
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文

化
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど
、
50
の
公

共
施
設
を
児
玉
郡
市
の
住
民
と
同
じ

料
金
で
、
深
谷
市
民
が
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
利
用
で
き

る
施
設
や
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
に
つ

い
て
は
広
報
ふ
か
や
２
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
主
な
施
設

本
庄
市

市
立
図
書
館
、
市
民
文
化
会
館
、

総
合
公
園
市
民
球
場
・
体
育
館
、

若
泉
運
動
公
園
の
各
施
設
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
つ
き
み
荘　

な
ど

児
玉
町
（
１
月
10
日
か
ら
本
庄
市
）

町
立
図
書
館
、
文
化
会
館
、
総
合

公
園
体
育
館　

な
ど

美
里
町

町
立
図
書
館
、
町
民
体
育
館
、
遺

跡
の
森
総
合
グ
ラ
ン
ド　

な
ど

神
川
町

中
央
公
民
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
城
峯

公
園
キ
ャ
ン
プ
場　

町
営
矢
納

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク　

な
ど

上
里
町

町
立
図
書
館
、
町
民
体
育
館
、
忍

保
パ
ブ
リ
ッ
ク
公
園
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー　

な
ど

公
共
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課
（
☎

５
７
４―

６
６
３
２
）
へ
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子どもの「チカラ」は遊びで育つ
桜ヶ丘・藤沢・豊里子育て支援センター
以下の事業は予約制です。1月 17 日㈫午前9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内容 会場・日時 対象 募集人員 参加料
桜ヶ丘子育て支援
センター
☎ 574 － 8002

キッズビクス 寒さに負けず、体を動かしましょう！
豊里公民館
1月 26 日㈭
午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

－ 先着 50 人 無料

パワフルらんど 栄養士指導のもと、親子で簡単クッキングし
てみませんか？

桜ヶ丘子育て支援センター
2月 16 日㈭
午前 10 時 30 分～正午

３歳以上児 先着 25 組 無料

療育の研修
( 全 2 回。ただし
1回のみの受講可）

講演「ことばが気になる子について」

講師　言語聴覚士　田
た

坂
さか

和
かず

子
こ

氏

市役所 3階大会議室
2月 21 日㈫・28 日㈫
午後 2時～ 3時 30 分

市民のかた、福
祉、教育関係職
員

先着 50 人 無料

給食体験 給食を食べながら栄養士が食事や栄養につい
て相談に応じます

桜ヶ丘子育て支援センター
2月 9日㈭
午前 11 時～正午 離乳食終了して

いる親子 各先着７組 親 300 円
子 250 円藤沢子育て支援セ

ンター
☎ 551－ 5055

藤沢子育て支援センター
2月 2日㈭
午前 11 時～正午

以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内容 会場・日時 対象 募集人員 参加料

各子育て支援セン
ターに直接お越し
ください

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップをとって遊べる
ひと時です

桜ヶ丘子育て支援センター
毎週水曜日
午前 10 時 30 分～ 11 時
午前 11 時～正午

1歳半未満児
1歳半以上児

人数の制限
はありませ
ん

無料

藤沢子育て支援センター
豊里子育て支援センター
毎週水曜日
午前 11 時～正午

子育て支援セン
ターは幼稚園や
保育園に通って
いない未就学児
と保護者のかた
が利用できます

おはなし教室 豊かな心を育む絵本の読み聞かせです
各子育て支援センター
毎週金曜日
午前 11 時～正午

育児相談 子育ての悩みを一緒に考えましょう
各子育て支援センター
毎週火、木、土曜日
(随時相談に応じます）

広場 事業の無い時間、子育て支援センターを開放
しています

各子育て支援センター
（詳しくはお問い合わせくださ
い）

ハートフル広場 お子さんの発達について保健師がアドバイス
します

豊里子育て支援センター
1月 17 日㈫
午前 10 時～ 11 時 30 分

※療育の研修は一般のかたにもぜひ受講していただきたい内容です。子育て支援センター利用者以外のかたもお気軽にご参加ください
おかべ子育て支援センター（みらい幼児園おかべ内）（以下の事業はすべておかべ子育て支援センターで行います）
以下の事業は予約制です。午前 9時から電話でお申し込みください

受け付け 事業名 内容 日時 対象 募集人員 参加料
おかべ子育て支援
センターに電話で
お申し込みくださ
い。
☎ 585 － 4101

わらべ歌教室 親子で、口ずさめる歌と触れ合い遊び 1月 12 日㈭
午前 10 時～ 11 時 － 先着 20 組 －

ヨガでストレス解消 心身共にリフレッシュしましょう！！ 1月 14 日㈯
午前 10 時～ 11 時 30 分 － 先着 20 組 －

積み木教室
（世代間交流）

おじいちゃん、おばあちゃんと触れ合いなが
ら、ひのきの積み木で遊びましょう

1月 21 日㈯
午前 10 時～ 11 時 30 分 － 先着 20 組 －

みんなの誕生日会 その月に生まれた子どもの誕生会 1月 26 日㈭
午前 10 時～ 11 時 － 先着 20 組 －

給食体験 みらい幼児園の給食が試食できます 1月 17 日㈫
午前 11 時～正午

離乳食終了して
いる親子 先着 10 組 親 250 円

子 200 円

おやこの広場

絵本は子どもの心の栄養です 1月 11 日㈬
午前 10 時～ 11 時

3 歳～就学前の
子どもと保護者

各先着 30 組 －今月はどんな絵本に出会えるかな？ 1月 18 日㈬
午前 10 時～ 11 時

2 か月～ 1 歳未
満の子どもと保
護者

ボランティアによる絵本の読み聞かせ 1月 25 日㈬
午前 10 時～ 11 時

1 歳～ 2 歳の子
どもと保護者

カンガルールーム
（ベビー）

カラフル小麦粉粘土作り
（2月のベビーは赤ちゃん体操の予定です）

1月 13 日㈮、2月 3日㈮
受け付け：午前 9時 30 分～ 10 時

7 か月～ 1 歳未
満の子どもと保
護者

各先着 30 組
1 月は小麦粉
300 ｇと型抜
きとボウルを
持参

1月 27 日㈮、2月 10 日㈮
受け付け：午前 9時 30 分～ 10 時

2 か月～ 6 か月
の子どもと保護
者

カンガルールーム
（キッズ）

1月 6日㈮
受け付け：午前 9時 30 分～ 10 時

3 歳～就学前の
子どもと保護者

1月 20 日㈮
受け付け：午前 9時 30 分～ 10 時

1 歳～ 2 歳の子
どもと保護者

以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内容 日時 対象 募集人員 参加料

子 育 て 支 援 セ ン
ターに直接お越し
ください

子育て相談 子育ての悩みを一緒に考えましょう 毎週火曜日
(随時相談に応じます）

子育て支援セン
ターは幼稚園や保
育園に通っていな
い未就学児童と保
護者のかたが利用
できます

－ 無料
センター開放 事業の無い時間、子育て支援センターを開放

しています
午前９時～正午
午後１時～5時
（詳しくはお問い合わせください）

物忘れのある高齢者、知的障害者、精神障
害者などで判断能力に不安のあるかたは、ど
のような福祉サービスがあるのか、どのよう
にすればサービスを利用できるのか分からず、
適切な福祉サービスを受けられないことがあ
ります。
また、日常生活に必要な金銭の出し入れに
困ったり、悪質な訪問販売などのトラブルに

巻き込まれたりすることもあります。
そのようなかたがたが、安心して生活でき
るようにお手伝いするのが、福祉サービス利
用援助事業です。
この事業では、次のようなお手伝いをして
います。
①福祉サービスの情報提供、相談援助
②年金・手当などの届出援助
③生活費の払い戻しや家賃・光熱水費などの
振り込みといった日常的金銭管理
④年金証書や不動産の権利証などの重要書類
のお預かり
■問い合わせ　深谷市社会福祉協議会（☎
573 － 6563）・岡部町社会福祉協議会（☎
585 － 6979）・川本町社会福祉協議会（☎ 583
－ 2781）・花園町社会福祉協議会（☎ 584 －
1205）へ

不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
不
妊
治
療

を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
治
療
を
受
け
る
機
会
の

増
大
を
図
る
こ
と
目
的
に
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
か
た　

①
夫
婦
の
双
方
ま
た
は

妻
が
新
「
深
谷
市
」
に
住
民
登
録
が

あ
る
こ
と　

②
前
年
に
お
け
る
夫
婦

の
所
得
の
合
計
金
額
が
６
５
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と　

③
各
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
こ
と　

④
市
税
を

完
納
し
て
い
る
こ
と　

⑤
体
外
受
精

お
よ
び
顕
微
授
精
以
外
の
治
療
法
で

は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
妊
娠
の

見
込
み
が
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に

診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と　

⑥
埼
玉
県

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
支
給
決
定

を
さ
れ
て
い
る
こ
と　

⑦
埼
玉
県
指

定
医
療
機
関
に
お
い
て
平
成
17
年
４

月
１
日
以
降
に
実
施
し
た
、
法
律
上

の
夫
婦
間
に
お
け
る
「
体
外
受
精
治

療
」
ま
た
は
「
顕
微
授
精
治
療
」
で

あ
る
こ
と

※
旧
３
町
の
か
た
も
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
平
成
17
年
４
月

１
日
以
降
に
実
施
し
た
不
妊
治
療

が
該
当
に
な
り
ま
す

■
助
成
内
容　

夫
婦
１
組
に
つ
き
、

対
象
と
な
る
治
療
の
費
用
が
20
万
円

を
超
え
た
場
合
に
つ
い
て
、
１
年
度

当
た
り
５
万
円
を
通
算
２
年
度
ま
で

助
成
を
行
い
ま
す

■
申
請
窓
口　

保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

■
提
出
書
類　

⑴
深
谷
市
不
妊
治
療

費
助
成
金
支
給
申
請
書　

⑵
添
付
書

類　

①
埼
玉
県
不
妊
治
療
助
成
事
業

不
妊
治
療
実
施
証
明
書
の
写
し　

②

治
療
費
の
領
収
書　

③
埼
玉
県
不
妊

治
療
助
成
事
業
助
成
金
支
給
決
定
通

知
書
の
写
し　

④
助
成
金
の
振
込
を

希
望
す
る
銀
行
口
座
の
通
帳

■
助
成
金
の
支
給　

審
査
の
結
果
、

支
給
要
件
に
合
致
し
て
い
る
場
合
は

助
成
金
交
付
支
給
決
定
通
知
書
を
郵

送
し
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
助
成
金

を
振
り
込
み
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

５
７
５―

１
１
０
１
）・
岡
部
福
祉

健
康
課
（
☎
５
８
５―

２
２
１
４
）・

川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３―

２
５
３
２
）・
花
園
福
祉
健
康
課
（
☎

５
８
４―

１
１
２
３
）
へ

89
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―申告期間は2月16日㈭～ 3月15日㈬です―

申
告
が
必
要
な
か
た

平
成
17
年
中
の
あ
な
た
の
収
入

に
つ
い
て
、
上
記
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
使
用
し
て
、
該
当
す
る
内
容
を

｢

は
い｣｢

い
い
え｣

の
矢
印
に
従
い
、

た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、

税
務
署
ま
た
は
各
会
場
へ
た
ど
り
つ

い
た
か
た
は
、
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
３
月
15
日
ま
で
に

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
入
が
な
か
っ
た
か
た

申
告
は
市
・
県
民
税
の
課
税
資
料

に
な
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
の
資
料
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
手
当
、
保
育
園
、
幼
稚
園

就
園
補
助
金
、
融
資
な
ど
の
申
請
に

必
要
な
証
明
の
基
に
な
り
ま
す
。

平
成
17
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た

か
た
で
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も
な
っ

て
い
な
い
か
た
、
ま
た
は
他
市
町
村

に
お
住
ま
い
の
親
族
の
扶
養
に
な
っ

て
い
る
か
た
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

市
・
県
民
税
申
告
書
裏
面
の｢

所
得
が

な
か
っ
た
か
た
の
記
入
欄｣

に
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
告
書

が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
市
民

税
課
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
税
務
課

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
）。

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
毎
年
申
告
期
限
が
近

づ
く
と
会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
ご
と
に
最
寄
り
の

公
民
館
な
ど
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
準
備
し
、
各
会
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
各
会
場
の
日
程
な
ど
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

あなたは必要？ 所得税、市・県民税の申告

市・県民税の申
告の必要はあり
ません。

平 成18年1月1
日現在住んで
いた市区町村
に確認してく
ださい。

（
給
与
所
得
者
以
外
の
か
た
）

はい

いいえ

税務署に確定申告をし
ますか？

はい

いいえはい

はい いいえ

いいえはい

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

熊谷税務署
税務署に確定申
告書を提出する
必要があります。

各　会　場
あなたは深谷市に市・県民税の申告
をする必要があります。申告期間内
に申告を済ませましょう。申告書が
送付されていないかたは、各会場ま
たは、市民税課、各総合支所税務課
に用意してあります。

同居の親族（親、夫、妻、
兄弟など）が会社で年末
調整を行い扶養親族の申
告をしているか、もしく
は確定申告において扶養
家族の申告をしますか？
ただし、次の①②どちら
かに該当するかたは「い
いえ」に進んでください。
①単身赴任など別居親族
の扶養家族のかた
②深谷市国民健康保険に
加入のかた

平成17年1月1日から12月31日ま
でに収入がありましたか？

給与以外の所
得が20万円を
超えますか？

あなたは給与所得者ですか？

税務署から申告書が送
付されていますか？

勤務先から深谷市に
給与支払報告書が提
出されていますか？
（勤務先へ確認）

会社からもらう給与
のほかに不動産所得、
原稿料、年金などの
収入がありますか？

スタート
平成18年1月1日現在深谷市
に住んでいましたか？

いいえ

郵
送
で
も
申
告
で
き
ま
す

自
書
記
載
を
さ
れ
た
か
た
に
つ
い

て
は
、
左
の
「
市
・
県
民
税
の
申
告
に

必
要
な
も
の
」
を
ご
覧
に
な
り
、
証

明
書
な
ど
を
添
付
し
て
、
市
民
税
課

へ
郵
送
し
て
申
告
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課
（
☎
５
７
４

―

６
６
３
７
）・
岡
部
税
務
課
（
☎

５
８
５―

２
２
１
５
）・
川
本
税
務
課

（
☎
５
８
３―

２
７
８
２
）・
花
園
税

務
課
（
☎
５
８
４―

１
１
２
４)

へ

市
・
県
民
税
申
告
書
の
郵
送
先　

市
民

税
課
（
〠
３
６
６―

８
５
０
１
・
深
谷

市
仲
町
11
番
１
号
）
へ

市・県民税申告相談のご案内（カレンダー）市・県民税申告相談のご案内（カレンダー）
申告の受付期間：2月16日㈭～ 3月15日㈬（2月19日㈰・26日㈰は申告相談を実施）
　　　受付時間：午前9時～ 11時・午後1時～ 4時

とき 時間 旧深谷市 旧岡部町
会場：岡部総合支所

旧川本町 旧花園町
会場：花園総合支所対象 申告会場 対象 申告会場

2月 16 日㈭ 午前 血洗島・町田・南阿賀野・上手計 渋沢栄一記
念館 岡（上） 本田 1～ 499 番地

川本農業
総合施設

上郷

所
得
税
の
確
定
申
告

午後 北阿賀野・横瀬・下手計・大塚 本田 500 ～ 999 番地

2月 17 日㈮ 午前 新戒・成塚 豊里公民館 岡（下） 本田 1000 ～ 1999 番地 中郷午後 中瀬・高島 本田 2000 ～ 2999 番地

2月 19 日㈰ 午前 平日来られないかた

南公民館

平日来られないか
た 平日来られないかた 平日来られない

かた午後

2月 20 日㈪ 午前 上野台 (鼠・台坂 ) 岡（新田） 本田 3000 ～ 3999 番地 下郷午後 上野台 (大台 ) 本田 4000 ～ 4999 番地

2月 21 日㈫
午前 上野台 (泉台 )・萱場・見晴町・桜ヶ丘

岡（新田）
本田 5000 ～ 5999 番地 小前田（上・中・

下）午後 上野台 ( 台天白・八幡台 )・宿根 ( 中通り
含む ) 本田 6000 番地以降

2月 22 日㈬ 午前 上野台 ( 小台・ビッグウィング上柴 )・秋
元町

上柴公民館

岡（新田） 畠山 1～ 299 番地 小前田（中央・
北・西）午後 東方 (下原前・南下原 ) 畠山 300 ～ 899 番地

2月 23 日㈭ 午前 上柴町西1丁目～3丁目(国済寺南部含む) 普済寺 畠山 900 ～ 1799 番地 荒川・北根午後 上柴町西4丁目～7丁目 畠山 1800 番地以降

2月 24 日㈮ 午前 上柴町東1丁目～3丁目 普済寺 上原 1～ 499 番地

川本公民
館

黒田午後 上柴町東4丁目～7丁目 上原 500 番地以降

2月 26 日㈰ 午前 平日来られないかた

深谷コミュ
ニティセン
ター

平日来られないか
た 平日来られないかた 平日来られない

かた午後

2月 27 日㈪ 午前 田所町・栄町・曲田 (錦町含む ) 岡部 田中 1～ 199 番地 永田午後 本町・相生町・東大沼・伊勢方 田中 200 ～ 799 番地

2月 28 日㈫ 午前 稲荷町・天神町 岡部（南岡） 田中 800 ～ 1399 番地 上郷

市
・
県
民
税
の
申
告

午後 仲町・本住町・西島 (西島町含む ) 田中 1400 ～ 2299 番地

3月 1日㈬ 午前 大字深谷・緑ヶ丘・寿町 岡里・岡（当後） 田中 2300 ～ 2499 番地 中郷午後 田谷・西大沼 田中 2500 番地以降

3月 2日㈭ 午前 上敷免・高畑・起会・戸森 (戸森団地含む )

大寄公民館

榛沢 長在家 1～ 199 番地 下郷午後 内ヶ島・矢島・谷之・大塚島 長在家 200 ～ 499 番地

3月 3日㈮
午前 明戸・沼尻

後榛沢・山崎
長在家 500 ～ 999 番地 小前田（上・中・

下）午後 新井・石塚 長在家 1000 ～ 1599 番
地

3月 6日㈪ 午前 江原 (サンコーポラスふかや含む )・堀米・
上増田

幡 羅 生 涯
学 習 セ ン
ター・幡羅
公民館

榛沢新田・沓掛 長在家 1600 番地以降 小前田（中央・
北・西）午後 蓮沼 (藤野木含む )・旭町・宮ヶ谷戸 菅沼 1～ 299 番地

3月 7日㈫ 午前 国済寺・国済寺町 本郷・西田 菅沼 300 番地以降 荒川・北根午後 東方町・本田ヶ谷 瀬山 1～ 299 番地

3月 8日㈬
午前 常盤町

本郷
瀬山 300 ～ 599 番地

黒田午後 原郷 瀬山 600 番地以降、川
本明戸

3月 9日㈭ 午前 東方 今泉・櫛挽 市内全域

川本総合
支所

永田午後 東方・幡羅町

3月 10 日㈮ 午前 人見

深谷ビッグ
タートル研
修会議室

針ヶ谷 市内全域 市内全域
所
得
税
　
市
・
県
民
税
の
申
告

午後 樫合・柏合

3月 13 日㈪ 午前 境・折之口 山河 市内全域 市内全域午後 大谷・櫛引

3月 14 日㈫ 午前 市内全域 市内全域 市内全域 市内全域午後

3月 15 日㈬ 午前 市内全域 市内全域 市内全域 市内全域午後
※当日都合の悪いかたは、期限内に他の会場で申告してください
※午前９時ごろは大変混み合いますので、ご都合のつくかたはこの時間帯はお避けください
※旧深谷市明戸地区のかたは、明戸公民館改築に伴う解体工事のため、申告相談を大寄公民館 (３月３日 )と幡羅生涯学習センター・幡羅公民館 (３月
６日 )で行いますので、あらかじめご了承ください

1011

【市・県民税の申告に必要なもの】
すべてのかた 申告書、印章（印鑑）
給与所得のかた 源泉徴収票（ない場合は支払者からの

証明、給与明細などの収入額がわかる
もの）

給与所得以外のかた 収入・経費のわかる帳簿、支払調書、領
収証など

社会保険料控除などを
受けるかた

国民健康保険税、国民年金、介護保険料、
生命保険料などの支払証明書

寄付金控除を受けるか
た

都道府県、市区町村、県共同募金会、日
本赤十字社などの証明書

医療費控除を受けるか
た

医療機関などの領収書（医療を受けた
かたや医療機関ごとに明細書を作成し、
領収書は袋にまとめてください）

雑損控除を受けるかた 災害や盗難などで損害を受けた証明書
など

その他 健康保険証、障害者手帳、学生証など
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確定申告に先立ち、所得税の事前還付説明会を下の日程表の通り行います。申告期間中は混雑が
予想されます。給与所得者で医療費控除、住宅借入金等特別控除を受けるかたは、ぜひこの機会を
ご利用ください。

対象になるかた

給与所得者で、かつ年末
調整の済んでいるかた（給
与の支払いが１か所で他に
所得がなく源泉徴収税額の
あるかた）のうち、医療費
控除、住宅借入金等特別控
除を受けるかた

他の会場でも開催

住宅借入金等特別控除に
ついては、右の日程以外に
も、熊谷市、寄居町、江南
町でも開催されます。詳し
くは熊谷税務署（☎ 521 ―
2905）へお問い合わせくだ
さい。

給与所得者の所得税事前還付説明会

　確定申告は、平日（月～金曜日）のほか、2月19日・26日の2日間（ともに日曜日）に限り、熊谷税務署会場で申告の相談・申告書の受け
付けを行います。また、会場内、駐車場ともに混雑が予想されますので、なるべく早めにお越しください。また、お車でのお越しはご遠慮
ください。
　なお、申告書を自書記載され、必要な証明書などを添付してある確定申告書は、税務署まで郵送で申告することもできます。問い合わせ先・
送付先は次の通りです。
　○熊谷税務署　〠360－8620　熊谷市仲町41番地（☎521－2905）

熊谷税務署からのお知らせ（日曜開庁と郵送について）

　2月1日㈬～ 15日㈬（土・日・祝日は除く）までの間、税理士事務所において、所得金額が300万円以下の給与所得者および年金受給者
のかたの還付申告相談と申告書の作成指導を無料で行います。
　⑴年金を受けているかた　⑵給与所得で医療費控除を受けようとされるかた　⑶年の途中で退職、就職されたかたは、事務局（☎521
‒3312）または最寄りの税理士事務所へ事前に電話連絡の上、ご利用ください。

税理士による還付申告無料相談

  ※事業所得、譲渡所得、不動産所得などのあるかたは、熊谷税務署へ
  ※この会場は、熊谷税務署の署外会場として熊谷税務署と税理士会熊谷支部との共催で開設するものです

受 付 期 間 2月13日㈪～ 3月10日㈮（ただし、土・日曜日は除く）
受 付 時 間 午前9時30分～午後3時30分（ただし、正午～午後1時の間は除く）
会 場 深谷コミュニティセンター第1会議室（2階）

対 象 者

① 給与所得者のかたで医療費控除や住宅借入金等特別控除の申告をされるかた
② 平成17年中に中途退職されたかたなど年末調整がお済みでないかた
③ 公的年金などを受給しているかた
④ 給与・雑・配当・一時所得だけのかた

税務署の署外会場の開設（確定申告受付窓口）
　給与所得、年金等雑所得、配当所得、一時所得に関する申告相談と申告書の作成指導を行い、申告書の提出ができます。また、会場ではタッ
チパネル（パソコン入力）による申告書の作成もできます。

住宅借入金等特別控除の説明会（熊谷税務署主催）
開催日 会場

2月 3日㈮ 午後 川本公民館（旧川本町コミュニティセンター）
2月 6日㈪ 午前 花園総合支所 201 会議室

午後 岡部公民館（旧中央公民館）
2月 8日㈬ 午前・午後 深谷市産業会館

医療費控除の説明会（市民税課主催）
開催日 該当地区 会場

2月 9日㈭ 午前 深谷、藤沢、大寄、八基、豊里

藤沢生涯学習センター・藤沢公民館午後 幡羅、明戸、上柴
2月10日㈮ 午前 岡部、川本、花園

午後 上記の時間に来られないかた
■受付時間など
　〈午前〉受付開始：9時30分～　説明開始：10時～
　〈午後〉受付開始：1時30分～　説明開始： 2時～
※説明開始後の入場はご遠慮ください
※申告書用紙は会場で配布します

説明会当日用意していただく書類など
住宅借入金等
特別控除

①平成17年分給与所得の源泉徴収票（源泉徴収税額のあるもの）
②住民票の写し（平成18年1月1日以降のもの）
③家屋（土地など）の登記簿謄本（抄本）
④家屋（土地など）の取得価額、増改築などの工事費用が明らかになるもの（売 
　買契約書・請負契約書などの写し）
⑤住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書（借入先から交付されるも
　のです）
⑥増改築のかたのみ、建築確認通知書の写し、検査済証の写し、または、建
　築士から交付を受けた「増改築等工事証明書」
⑦ボールペン、電卓、印章

医療費控除 ①平成17年分給与所得の源泉徴収票（源泉徴収税額のあるもの）
②医療費の領収書（原本）
③保険金などで補てんされる金額がわかる書類
④ボールペン、電卓、印章

※詳しくはリーフレット（所得税の還付申告説明会のご案内）をご覧ください

平成 18 年度市・県民税は、税制改正により以下の通り変更となります
⑴公的年金等控除の改正
雑所得の計算上、公的年金等の収入金額から控除される公的年金等控除額のうち、65 歳以上のかたの最

低控除額が 120 万円になりました。
65 歳未満（昭和 16 年 1 月 2 日以降生まれの人） 65 歳以上（昭和 16 年 1 月 1 日以前生まれの人）

年金収入 割合 速算控除額 年金収入 割合 速算控除額
1,300,000 円未満 － 700,000 円 3,300,000 円未満 － 1,200,000 円
1,300,000 円 ～ 4,099,999 円 75% 375,000 円 3,300,000 円 ～ 4,099,999 円 75% 375,000 円
4,100,000 円 ～ 7,699,999 円 85% 785,000 円 4,100,000 円 ～ 7,699,999 円 85% 785,000 円
7,700,000 円以上 95% 1,555,000 円 7,700,000 円以上 95% 1,555,000 円

⑵老年者控除の廃止
平成 18 年度から、65 歳以上の前年の合計所得金額 1000 万円以下のかたに適用されていた老年者控除が

廃止になります（所得税は平成 17 年分からとなります）。

⑶定率減税の見直し
改正前（現行） 改正後（平成 18 年度～）

市・県民税所得割額の 15％相当額（4万円が上限） ⇒ 市・県民税所得割額の 7.5％相当額（2万円が上限）

⑷65歳以上で前年の合計所得が125万円以下のかたの非課税措置廃止
今までは、65 歳以上で合計所得が 125 万円以下の人は非課税となっていましたが、地方税法の改正によ

り、非課税措置が廃止され、課税されることになります。
ただし、平成 17 年 1月 1日現在で 65 歳以上のかたは、以下の経過措置が適用されます。
なお、この非課税措置が廃止されても、前年の合計所得金額が非課税限度額以下 (※ 1) のかたは、引き

続き非課税となります。
65歳以上（合計所得金額125万円以下）の経過措置

区分 平成 17 年度まで 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度以降
市民税 非課税 均等割　1,000 円 均等割　2,000 円 均等割　3,000 円

所得割　1/3 を課税 所得割　2/3 を課税 所得割　全額課税
県民税 非課税 均等割　300 円 均等割　600 円 均等割　1,000 円

所得割　1/3 を課税 所得割　2/3 を課税 所得割　全額課税

⑸妻の均等割額の変更
均等割の納税義務を有する夫と生計を一にする妻で、夫とともに深谷市に住所を有するかたについては、

平成 17 年度の均等割は段階措置で年額 2,000 円となっていましたが、平成 18 年度については以下の表の
通りになります。ただし、前年の合計所得金額が非課税限度額以下 (※ 1) であれば非課税となります。

市民税均等割 県民税均等割 合計
平成 17 年度 1,500 円 500 円 2,000 円
平成 18 年度 3,000 円 1,000 円 4,000 円

※ 1　 市・県民税は、均等割・所得割それぞれに非課税限度額が設けられています。 前年の合計所得がこ
の金額以下であれば、非課税となります

扶養している人がいない場合 扶養している人がいる場合
均等割非課税限度額 所得：28 万円（給与収入： 93 万円）

（年金収入：148 万円）28 万円×（扶養人数＋ 1）＋ 17．6 万円

所得割非課税限度額 所得：35 万円（給与収入：100 万円）
（給与収入：155 万円）35 万円×（扶養人数＋ 1）＋ 35 万円
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1415
防災行政無線の放送内容が、テレホンサービス
☎０１８０―９

きゅうきゅう よ　　ぼう さ  い

９４４３１でお聴きいただけます（有料）。

毎月季節に合わせたさまざまなガーデニング
教室を開催しています。内容は広報に掲載し
ます。お気軽にご参加ください。

道路や公園などの公共施設を市民が里親とな
り、一定区域の緑化・美化・清掃活動などを
行い、市が支援をするものです。

公共の花壇や空き地に花を植栽したり、手入
れをするボランティア活動です。市に登録す
るだけで、都合の良いときに参加できます。

学校を中心としたガーデニングの展開で、
子ども・学校・PTA・地域が一体となって
進める取り組みです。

オープンガーデンとは、個人の
庭を一般に公開し皆さんに楽し
んでもらう試みで、深谷では「深
谷オープンガーデン花仲間」と
いう花を愛する人たちが行って
います。毎年4月の「ふかや花
フェスタ」に併せて、丹精込め
た庭を無料で公開しています。

　ガーデンシティふかや推進室では、ガーデニングで
美しい街をつくるだけでなく、住み良い街づくりにつ
ながるさまざまな取り組みを進めています。

※ ガーデニングの詳しい情報は、広報と一緒に配布しましたチラシ、または、ガーデンシティふかやのホームページをご覧ください

と きと き：① 2月 10 日㈮　② 2月 15 日㈬：① 2月 10 日㈮　② 2月 15 日㈬
時 間時 間：午前 9時 30 分～ 11 時 30 分：午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
と こ ろと こ ろ：深谷コミュニティセンター美術工芸室：深谷コミュニティセンター美術工芸室
定 員定 員：20 人：20 人（応募者多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知いたします）（応募者多数の場合は抽選の上、全員に結果を通知いたします）
対 象対 象：市内在住在勤者：市内在住在勤者
受 講 料受 講 料：各回とも 2,500 円：各回とも 2,500 円
申し込み締め切り申し込み締め切り：開催日の 2週間前まで：開催日の 2週間前まで

　寒い季節、心が温まるようなフラワーアレ
ンジメントを作ってみませんか。
　バレンタインに送ってみてはいかが？

　子どもたちの健全な育成を願うひな祭り。
ピンク系の花をメインに、ひな祭りにぴった
りなハンギングバスケットを作ります。

イメージフォトイメージフォト
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11 月20日、花園町主催による花いっぱい花園メ
モリアル植栽が、個人、グループのボランティア参加
により、道の駅はなぞの「アルエット」とひだまりの
公園周辺に、パンジーの苗とチューリップの球根約
9,100 株の植栽が行われました。花園町では「花い
っぱい花園」を目指し、今まで花いっぱい運動を展
開してきました。新市になっても「ガーデンシティふか
や」を合言葉に花いっぱいのまちづくりは引き継がれ
ていきます。今回は、花を通じて新市の一体感を深め、
美しいまちづくりを目指す記念事業として道の駅アルエ
ット周辺に花を植えました。

■　アドニス自主事業で、
　　ＧＵＩＬＤ９コンサート

市内田所町にお住まいの齋
さい

藤
とう

なみさんが 12 月
１日に 100 歳のお誕生日を迎えられました。市
から記念の盆栽や花束、色紙などを贈りました。
どうぞ、いつまでもお元気で！

晩秋のまばゆい陽射しに恵まれた 11 月 19 日、
寒さに負けない体力づくりを目指し、「なわとび
大会－みんなでなわとび－」（主催・岡部町子ど
も会育成連絡協議会）がＢ＆Ｇ海洋センター体育
館とその駐車場を会場に開催されました。
この日、参加したのは子どもたちと保護者の

皆さんを合わせ 200 人。開会式では「子どもた
ちの運動能力の低下が叫ばれる中、地域や家庭
で手軽にできるスポーツである縄跳びで、体力づ
くりをし寒い冬を乗り切りましょう。この大会が
家族の体力づくりのきっかけとなることを願って
います」と青木会長があいさつ。個人競技では自
己ベストを目指し、また長縄を使った団体戦では
保護者の皆さんと子どもたちが大きな掛け声をか
け、リズムをとり合いながら優勝を目指して一生
懸命に跳んでいました。

■　齊藤なみさん祝100歳

川本町では、小学校・中学校の児童生徒の健全
育成のため、平成 13 年度から「川本町、今やら
なければ計画」推進会議を発足させ、活動を開始
しています。
11 月４日は、川本北・川本南小学校の授業に

約 180 人のおじいちゃん、おばあちゃんの参加
があり、子どもたちとともに、楽しく図工の作品
を仕上げました。

■　「今やらなければ計画」

■　花いっぱい花園で
　　道の駅はなぞの周辺に花植え

■　鐘撞堂山ふるさとの森に、
　　山桜120本を植栽

■   岡子連  みんな元気に !なわとび大会

深谷ライオンズクラブ恒例のチャリティーゴル
フ大会が行われ、青少年のスポーツ活動の一助
として、昨年に引き続き、市内の小学校にサッカ
ーボール 63 個とドッジボール 70 個が寄付され、
12 月９日、深谷小学校で同クラブの役員の皆さ
ん（写真後方）から子どもたちに手渡されました。
各学校では、体育の授業やクラブ活動などにボ
ールを活用していきます。

■　深谷ライオンズクラブから小学校に寄付

11 月８日、もくせい館で福寿会まつりが開催
されました。会員の書道、写真、手工芸が展示さ
れ、歌、ダンス、舞踊などが披露され大きな拍手
に包まれました。会員相互の親睦も深まり、大変
有意義な一日となりました。

■　生涯学習福寿会まつり

11 月 23 日、コミュニティーセンターアドニス
で、花園町、花園町教育委員会主催の「WE ARE 
GUILD9 2005」コンサートが行われました。こ
の自主事業は、幅広い世代に対して文化芸術に接
する機会を提供し、心の豊かさ、文化意識の向上
を図るとともに、町のイメージアップと活性化を
促進することを目的に毎年行われています。
今年は、GUILD9（世

せ

良
ら

公
まさ

則
のり

、野
の

村
むら

義
よし

男
お

ほか）
を迎え、ロック・ニューミュージック系コンサー
トを開催しました。「あんたのバラード」や「燃
えろいい女」などのヒット曲で会場を大いに盛り
上げてくれました。

11 月 27 日、鐘
かね

撞
つき

堂
どう

山
さん

ふるさとの森（花園町武
蔵野上郷地区）で、花園町主催の植栽が行われ、
鐘撞堂山ふるさとの森サポーターなど 30 人がボ
ランティアで参加しました。今回の植栽は、鐘撞
堂山ふるさとの森が山桜の多い里山となるように
という目的で行われました。植栽は、鐘撞堂山に
登る谷津池周辺に山桜の苗木 120 本を植え、自
分の植えた苗木の前にネームプレートを付け、そ
れぞれの思いを書き記しました。ご協力いただい
た皆さん、お疲れ様でした。今回植えた山桜が早
く大きくなって、春には里山を訪れる人の目を楽
しませてくれることを心待ちにしています。
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情
報
ひ
ろ
ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

臨
時
職
員
希
望
者
の
登
録
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
学
校
栄

養
士
お
よ
び
臨
時
幼
稚
園
教
諭
を
希

望
す
る
か
た
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
登
録
後
、
臨
時
職
員
を
雇

用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
、
選

考
に
よ
り
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
登
録
有
効
期
限
は
、
平
成

19
年
３
月
31
日
と
な
り
ま
す
。

学
校
栄
養
士
（
臨
時
職
員
）

必
要
な
資
格　

栄
養
士
免
許
（
平
成

18
年
３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤
務
日　

原
則
月
か
ら
金
曜
日
（
午

前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
）

幼
稚
園
教
諭
（
臨
時
職
員
）

必
要
な
資
格　

幼
稚
園
教
諭
１
級
ま

た
は
２
級
普
通
免
許
（
平
成
18
年

３
月
取
得
見
込
み
可
）

勤
務
場
所　

市
立
幼
稚
園

勤
務
日　

原
則
月
か
ら
金
曜
日

登
録
方
法
・
問
い
合
わ
せ　

市
販

の
履
歴
書
（
顔
写
真
貼
ち
ょ
う

付ふ

）
を

直
接
ま
た
は
郵
送
で
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
（
〠
３
６
６
ー

０
８
２
３
・
深
谷
市
本
住
町
17
ー

３
・
☎
５
７
４
ー
５
８
１
１
）
へ

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
の

登
録
受
け
付
け

　

平
成
18
年
度
中
に
各
学
校
・
給
食

セ
ン
タ
ー
が
発
注
す
る
学
校
給
食
用

の
食
材
に
つ
い
て
、
見
積
も
り
合
わ

せ
な
ど
の
参
加
を
希
望
す
る
か
た
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

申
請
方
法　

教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
・
岡
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・

花
園
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
教
育

委
員
会
川
本
事
務
所
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

受
付
期
間　

１
月
20
日
㈮
〜
２
月
10

日
㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た

だ
し
、
平
日
の
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
の
間
と
土
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
）
受
付
期
間
後
も
随
時

受
け
付
け
し
ま
す

受
付
場
所　

教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
・
岡
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・

花
園
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
・
教
育

委
員
会
川
本
事
務
所

有
効
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
学
校
事
務
係
（
☎
５
７
４
ー

５
８
１
１
）
へ

入
札
参
加
申
請
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す

平
成
18
年
度
中
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
お
よ
び
設
計
・
調
査
・
測

量
、
土
木
施
設
維
持
管
理
、
そ
の
他

業
務
委
託
な
ら
び
に
物
品
の
納
入

（
建
設
資
材
を
含
む
）
に
か
か
わ
る

請
負
な
ど
の
競
争
入
札
、
見
積
も
り

の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
平
成
17
年
２
月

中
に
、
旧
深
谷
市
、
旧
岡
部
町
、
旧

川
本
町
、
旧
花
園
町
に
申
請
済
み
の

か
た
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
追
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
た
だ
し
、

平
日
の
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で

の
間
と
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
総

務
課

提
出
書
類　

市
が
指
定
す
る
様
式

提
出
要
領
の
配
布　

１
月
中
旬
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

総
務
課

（

５
７
４
ー
６
６
３
４
）
へ

シ
ル
バ
ー
生
活
文
化
展

―

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集―

応
募
条
件　

市
内
在
住
の
、
平
成
18

年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の

か
た
が
創
作
し
た
、
次
に
掲
げ
る

部
門
の
作
品

部
門　

①
美
術
部
門
（
絵
画
、
書
道
、

工
芸
、
写
真
、
手
芸
な
ど
）
②
文

芸
部
門
（
俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
）

③
生
活
具
・
民
俗
具
部
門
（
わ
ら

細
工
、
竹
細
工
、
紙
細
工
、
布
細

工
、
衣
食
住
に
関
す
る
創
作
器
具

な
ど
）
④
出
版
物
部
門
（
文
学
、

歴
史
、研
究
、随
筆
、自
分
史
な
ど
）

出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
１
点

（
複
数
部
門
に
出
品
可
。
出
品
料

は
無
料
で
、出
品
者
全
員
を
表
彰
）

申
し
込
み　

２
月
３
日
㈮
ま
で
に
各

公
民
館
へ

問
い
合
わ
せ　

深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

※
開
催
要
項
お
よ
び
出
品
申
込
書
は

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す

【
作
品
の
展
示
】

と
き　

２
月
18
日
㈯
〜
20
日
㈪
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
た
だ
し
、
20

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
展
示
室

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

消
防
本
部
で
は
、
多
く
の
か
た
に

応
急
手
当
て
の
方
法
を
習
得
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
な
お
講
習
の
内
容
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
方
法
が
含
ま
れ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

受
講
者
に
は
普
通
救
命
講
習
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
申

し
込
み
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

と
き  

１
月
28
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

消
防
本
部

対
象　
深
谷
市
・
寄
居
町
在
住
在
勤
者

募
集
人
員　

40
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

受
講
料　

無
料

申
し
込
み　

１
月
10
日
㈫
か
ら
直
接

ま
た
は
電
話
で
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
５
７
１
ー
０
９
１
４
・
内
線

２
２
１
）
へ

実
践
的
日
本
語
指
導
者
養
成
講
座

埼
玉
県
国
際
課
で
は
、
外
国
人
に

対
す
る
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
・
関
心
が
あ
る
か
た
を
対
象

に
、
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
内
容
は
、

外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
の
教
え
方

や
心
構
え
を
習
得
す
る
も
の
で
す
。

実
施
会
場
は
市
内
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
か
た
は
奮
っ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ　

産
業
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象　

①
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
新
た
に
始
め
た
い
か
た　

②

日
本
語
指
導
者
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
望
ん
で
い
る
か
た

募
集
人
員　

80
人

参
加
費　

無
料

持
物　

昼
食

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

20
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
（
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で
埼
玉

県
国
際
交
流
協
会
（
〠
３
３
０
ー

０
０
７
４
・
さ
い
た
ま
市
浦
和

区
北
浦
和
５
ー
６
ー
５ 

浦
和

地
方
庁
舎
３
階
・
☎
０
４
８
ー

８
３
３
ー
２
９
９
２
）
へ

経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー

従
前
か
ら
経
営
革
新
を
行
っ
て
い

る
企
業
の
取
り
組
み
を
先
進
事
例
と

し
て
紹
介
し
、
広
く
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　
１
月
24
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

熊
谷
市
立
商
工
会
館
２
階

大
ホ
ー
ル

題
名
「
も
の
つ
く
り　

チ
ャ
レ
ン
ジ

50
年
」

講
師　

東
洋
パ
ー
ツ
㈱
会
長　

小こ
す
げ菅

一か
ず
の
り憲
氏

問
い
合
わ
せ　
県
北
部
産
業
労
働
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
２
３
ー
２
８
１
７
）
へ

ワ
ー
ル
ド
ク
ッ
キ
ン
グ

深
谷
市
姉
妹
都
市
友
好
協
会
で
は
、

ワ
ー
ル
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

す
。
３
か
国
の
家
庭
料
理
の
調
理
方

法
を
学
び
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
す
。

外
国
籍
の
か
た
も
、
男
性
の
か
た
も
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

講師

劉
りゅう

玉
ぎょく

香
か

さん
（中国出身）

真
ま

下
しも

ジュディーさん
（フィリピン出身）

ジェシカ・ブラント
さん（ドイツ出身）

※時間はいずれも午前 10時～午後１時ごろまでです

内容

中国の家庭の味　ほかほか
手作り肉まん（包

パオ

子
ズ

)

フィリピンの家庭料理には欠
かせないスィニガン（野菜と
豚のスープ）とメヌド（フィ
リピン風肉じゃが）

「農夫の朝食」という名のド
イツの家庭料理　バウアン
フリューシュトウック（ド
イツ風オムレツ）

とき

２月26日㈰

３月５日㈰

３月12日㈰

区分

教室１

教室２

教室３

と
こ
ろ　

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
栄

養
指
導
実
習
室

対
象　

市
内
在
住
在
勤
在
学
者

募
集
人
員　

各
教
室
と
も
24
人
（
定

員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

１
教
室
１
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

希
望
す

る
教
室
（
複
数
可
）
を
選
び
、
１

月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
深
谷

市
姉
妹
都
市
友
好
協
会
事
務
局

（
政
策
推
進
課
内
・
☎
５
７
４
ー

８
０
９
６
）
へ

※
友
好
協
会
会
員
は
優
先
受
け
付
け

と
し
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
の
友

好
協
会
会
費
が
未
納
の
か
た
は
事

前
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い

パ
ソ
コ
ン
教
室

講座名 とき 内容 対象

Excel 入門

２月２日㈭
９日㈭

午前９時
～正午

名簿作り、セル入力、
罫線を引くなど

日本語入力がで
きるかた２月14日㈫

21日㈫

パソコン入門
２月６日㈪

７日㈫
コンピューターの起
動、日本語の入力

のんびり入力
２月20日㈪

27日㈪

簡単な作品を作りな
がら、日本語入力を
マスターする

パソコン入門受
講済または同レ
ベルのかた

募
集
人
員　

各
講
座
20
人（
先
着
順
） 

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
、
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
入
門
は
日
本
語
入
力
が
で

き
る
か
た
、
の
ん
び
り
入
力
は
パ

ソ
コ
ン
入
門
受
講
済
み
ま
た
は
同

レ
ベ
ル
の
か
た

と
こ
ろ　

教
育
庁
舎
３
階

「白鳥飛来数当てクイズ」「白鳥飛来数当てクイズ」
川本地区の荒川に飛来している白鳥の数当てクイズを実施しま

す。当選者には豪華プレゼントがあります。

【飛来数予想日】１月 20日㈮（大寒の日）午前 10時現在の白
鳥飛来数

【応募要領】官製はがきに、①白鳥の数、②郵便番号、③住所、
④氏名（フリガナ）、⑤電話番号を記入の上応募してください

【当選賞品】「旅行クーポン券」（３万円相当）…２人、「旅行クー
ポン券」（１万円相当）…５人、「重忠米」（米５kg）…５人、「白
鳥ネクタイ」…５人、「オリジナルキーホルダー」…100 人。当
選者多数の場合は、抽選により決定します。賞品の発送をもって
当選発表とします

【あて先】〠 369－1192  深
谷市田中 197 深谷市川本総合
支所産業振興課「白鳥飛来数当
てクイズ」係

【締め切り】１月 11 日㈬（当
日消印有効）

【問い合わせ】 川本産業振興課
（☎583－2538）へ

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 1819
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新
深
谷
市
誕
生
記
念
企
画

「
蝉せ
み

し
ぐ
れ
」（
１
１
４
分
）

と
き　

１
月
２
日
㈪
〜
14
日
㈯

内
容　

藤ふ
じ

沢さ
わ

周
し
ゅ
う

平へ
い

の
最
高
傑
作
を

遂
に
映
画
化
し
た
感
動
作　
　
　

※
特
別
興
行
に
つ
き
、
こ
の
期
間
の

み
一
般
１
２
０
０
円
。
た
だ
し
新

深
谷
市
民
は
一
律
２
０
０
円
引
き

（
自
己
申
告
で
お
願
い
し
ま
す
）

「
四
月
の
雪
」（
韓
国
・
１
０
７
分
）

と
き　

１
月
15
日
㈰
〜
21
日
㈯

出
演　

ぺ
・
ヨ
ン
ジ
ュ
ン
、
ソ
ン
・

イ
ェ
ジ
ン　

「
こ
の
胸
い
っ
ぱ
い
の
愛
を
」

（
１
３
０
分
）

と
き　

１
月
22
日
㈰
〜
28
日
㈯

監
督　

塩し
お

田た

明あ
き

彦ひ
こ（「
黄よ

泉み

が
え
り
」）

出
演　

伊い

藤と
う

英ひ
で

明あ
き

、
ミ
ム
ラ
（
深
谷

市
出
身
）

「
サ
ヨ
ナ
ラ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
」（
１
１
９
分
）

と
き　

１
月
29
日
㈰
〜
２
月
４
日
㈯

監
督　

竹た
け

中な
か

直な
お

人と

出
演　

竹
中
直
人
、
原は
ら

田だ

知と
も

世よ

内
容　

初
恋
の
女
性
と
再
会
し
た
男

性
を
コ
ミ
カ
ル
に
、
そ
し
て
切
な

く
描
い
た
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

ー 

１
月
の
ご
案
内 

ー

定
期
上
映
時
間　

①
午
前
10
時
30
分
〜　

②
午
後
１
時
30
分
〜　

③
４
時

30
分
〜　

④
７
時
30
分
〜　

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ
（
☎
５
５
１
ー

４
５
９
２
・
火
曜
日
休
館
）
へ

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月
24

日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
参
加
料

を
添
え
て
教
育
庁
舎
１
階
深
谷
公

民
館
（
☎
５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

パ
ソ
コ
ン
利
用
相
談
開
設

パ
ソ
コ
ン
の
便
利
な
活
用
方
法
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
自
主
学

習
方
式
で
す
。

※
費
用
は
無
料
で
す
。
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

深
谷
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
５
０
６
）
へ

深
谷
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会
文
化
講
演
会

「
耳
で
楽
し
む
教
科
書
の
話  

そ
の
２
」

小
学
校
の
国
語
の
教
科
書
に
は
、

大
人
に
な
っ
て
も
懐
か
し
く
思
い
出

す
心
温
ま
る
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
耳
で
聞
い
て
楽
し
み
、「
人
間

と
し
て
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い

心
」
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
１
月
22
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

上
柴
公
民
館

入
場
料　

無
料

講
師　

児
玉
町
立
秋あ

き

平ひ
ら

小
学
校
・
関せ
き

口ぐ
ち

良よ
し

子こ

校
長

問
い
合
わ
せ　

深
谷
地
方
ユ
ネ
ス

コ
協
会
事
務
局
（
☎
５
７
３
ー

８
８
９
３
）
へ

中
小
企
業
に
向
け
た

環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

新
し
い
「
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
」

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
、
エ
コ
ア
ッ
プ

宣
言
な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。

と
き　

２
月
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら

め
い
と
会
議
室

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
環
境
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
協
会　

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

①
事
業
所
名
、
②
参
加

代
表
名　

③
人
数
、
④
住
所
、
⑤

電
話
番
号
を
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
電
話
は
福ふ

く

永な
が

さ
ん
（
☎
・

ｆ

５
７
２
ー
４
６
７
１)

、
電

子
メ
ー
ル
は
角か
ど

江え

さ
ん
（
ｅ

kad
o
e
@
the
ia.o
cn.ne

.jp

）
へ

詩
吟
講
座

腹
か
ら
声
を
出
し
て
健
康
増
進
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
３
日
㈮
〜
３
月
31
日
㈮

の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ほ
か
に
地
域
に
よ
り
希
望

が
あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
）

参
加
料　

５
０
０
円

講
師　

黒く
ろ

澤さ
わ

白は
く

俍
り
ょ
う

氏
（
深
谷
吟
詠

会
会
長
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

31
日
㈫
ま
で
に
黒く
ろ

澤さ
わ

さ
ん
（
☎

５
７
１
ー
０
７
９
０
）、
岡お
か

安や
す

さ

ん
（
☎
５
７
１
ー
１
１
０
６
）
へ

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
た

だ
今
、
教
養
学
部
、
大
学
院
と
も
に

平
成
18
年
度
第
１
学
期
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

出
願
受
付
期
間　

２
月
28
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
（
〠
３
３
０
ー

０
８
５
３　

さ
い
た
ま
市
大
宮

区
錦
町
６
８
２
ー
２　

大
宮
情

報
文
化
セ
ン
タ
ー
内
10
階
・
☎

０
４
８
ー
６
５
０
ー
２
６
１
１
・

ｕhttp
://w
w
w
.u-air.ac.jp

）
へ

市
民
俳
句
大
会

俳
句
に
興
味
の
あ
る
か
た
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

と
き　
２
月
19
日
㈰
午
後
０
時
30
分
〜

席
題
発
表　

午
後
０
時
30
分

投
句
締
め
切
り　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

参
加
料　

１
，
０
０
０
円

申
し
込
み　

２
月
９
日
㈭
ま
で
に
各

公
民
館
で
受
け
付
け

持
句　

３
句
（
大
会
当
日
持
参
）

席
句　

１
句

主
催　

深
谷
市
公
民
館
協
会

問
い
合
わ
せ　

藤
沢
公
民
館
（
☎

５
７
１
ー
０
３
４
５
）
へ

天
体
観
望
会「
冬
の
星
座
を
見
る
」

と
き　

１
月
21
日
㈯
午
後
７
時
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
１
月
28

日
㈯
午
後
７
時
〜
）

と
こ
ろ　

も
く
せ
い
館

申
し
込
み　

当
日
も
く
せ
い
館
で
受

け
付
け
ま
す
。
夜
間
の
活
動
と
な

り
ま
す
の
で
小
中
学
生
は
保
護
者

同
行
で
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

も
く
せ
い
館
（
☎

５
８
３
ー
７
７
３
３
）
へ

「
一
休
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
「
憧
れ
の
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
」

と
き　

１
月
12
日
㈭
〜
１
月
26
日
㈭

展
示
時
間　

初
日
は
正
午
か
ら
・
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

ビ
ー
ズ
の
指
輪
・
ネ
ッ
ク
レ

ス
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
・
動
物
型
ス

ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の
展
示
と
販
売　

出
展
者　

塚つ
か

越ご
し

弥や
よ
い生
さ
ん

◇
「
ビ
ー
ズ
手
づ
く
り
講
習
会
」

内
容　

ビ
ー
ズ
ボ
ー
ル
の
ワ
イ
ヤ
ー

使
い
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
赤
か
黒
を
選

べ
ま
す
）

と
き　

①
１
月
30
日
㈪　

②
１
月
31

日
㈫　

両
日
と
も
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

渡わ
た

辺な
べ

ユ
キ
江え

先
生

講
習
費　

１
，
６
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）

募
集
人
員　

①
②
各
12
人　

応
募
締
切　

１
月
20
日
㈮

持
参
す
る
物　

は
さ
み
・
メ
ガ
ネ
・

ビ
ー
ズ
マ
ッ
ト
（
フ
ェ
ル
ト
で
も

可
）

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
活
性
化
サ
ロ
ン

「
一
休
」内「
中
山
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

活
性

化
サ
ロ
ン
「
一
休
」（
☎
・
Ｆ

５
７
５―

０
０
８
８　

毎
週
水
曜

日
定
休
・
ｕh

ttp
://w

w
w
.fu
k

a
ya
-tm
o
.c
o
m

）
へ
。
フ
ァ
ッ

ク
ス
の
か
た
は
、
お
名
前
と
電
話

番
号
と
応
募
人
数
を
明
記
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

営
業
時
間　

平
日
は
午
前
10
時
〜
午

後
６
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
午
後

５
時
ま
で

―

新
「
深
谷
市
」
誕
生
記
念―

深
谷
市
合
唱
連
盟 

第
３
回
合
唱
祭

と
き　

１
月
22
日
㈰
午
後
０
時
30
分

開
場
、
１
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

参
加
団
体　

コ
ン
・
ク
ラ
ー
ジ
ェ
、

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
、
コ
ー
ラ
ス
さ

く
ら
草
、
深
谷
混
声
合
唱
団
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
、
上
柴
中
学
校

音
楽
部
、
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
＆
千

草
、V

O
C
E

・S
O
N
A
R
E

主
催
と
問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
合
唱

連
盟
・
丹た
ん

野の

さ
ん
（
☎
５
７
２
ー

７
９
０
９
）
へ

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
観
劇
会

ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇
『
こ
ぶ
と
り

じ
い
さ
ん
』
を
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
観

に
き
ま
せ
ん
か
？
お
話
の
楽
し
さ
を

親
子
で
分
か
ち
合
い
ま
し
ょ
う
。

と
き　

２
月
10
日
㈮
午
後
２
時
開

場
、
２
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

※
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、

整
理
券
が
必
要
で
す
。
１
月
10
日

㈫
か
ら
各
保
育
園
で
配
布
し
ま
す

〜
就
学
前
の
お
友
達
！
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
〜

子
育
て
を
一
緒
に
楽
し
め
る
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内容
お正月遊び

お正月遊び

ジュニア（０・１歳児）

お正月遊び

お正月遊び

栄養指導

ジムナスティック

節分製作

節分製作

栄養指導

ジュニア（０・１歳児）

ところ
深谷保育園

深谷西保育園

深谷西保育園

深谷保育園

深谷西保育園

深谷西保育園

ビッグタートル

深谷保育園

深谷西保育園

深谷保育園

深谷西保育園

とき
１月 10日㈫午前 10時～

〃 12日㈭午前 10時～

〃 16日㈪午前９時 30分～

〃 17日㈫午前 10時～

〃 19日㈭午前 10時～

〃 21日㈯午前 10時～

〃 23日㈪午前 10時～

〃 24日㈫午前 10時～

〃 26日㈭午前 10時～

〃 28日㈯午前 10時～

〃 30日㈪午前９時 30分～

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
１
人
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
わ
た
し
た
ち

保
育
士
に
何
で
も
話
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
！　

問
い
合
わ
せ　

深
谷
保
育
園
ハ
ー

ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
５
１
ー
６
３
３
３
）、

深
谷
西
保
育
園
ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ

Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

５
７
３
ー
０
０
０
５
・
ｕh

ttp
:/

/w
w
w
.sh
in
ko
ka
i.o
r.jp
/

）
へ

文
化
座「
天
国
ま
で
の
百
マ
イ
ル
」

―

虹
の
演
劇
鑑
賞
会―

と
き　

２
月
17
日
㈮
午
後
６
時
30
分
開

演
、
18
日
㈯
午
後
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演
者　

佐さ

さ々

木き

愛あ
い

、
米よ
ね

山や
ま

実み
の
るほ
か

内
容　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
、
浅あ
さ

田だ

次じ

郎ろ
う

の
小
説
を
舞
台
化
。
心
臓
病

で
倒
れ
た
母
の
た
め
に
、
千
葉
の

名
医
の
元
へ
百
マ
イ
ル
の
旅
に
出

た
。人
と
人
の
出
会
い
を
描
く「
愛

と
勇
気
と
再
生
」
の
物
語
。

入
場
料　

会
員
制
（
月
会
員
２
，

４
０
０
円
で
年
６
回
公
演
）

主
催
と
問
い
合
わ
せ　

虹
の
演
劇
鑑
賞

会
（
☎
５
７
３
ー
２
２
８
２
）
へ

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市21 20
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あ
っ
た
か
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
手
作
り
料

理
を
い
た
だ
き
談
笑
し
つ
つ
、
囲
碁

や
手
芸
を
楽
し
み
ま
す
。

と
き　

１
月
12
日
㈭
・
16
日
㈪
・
26

日
㈭
・
30
日
㈪

と
こ
ろ　
あ
っ
た
か
村
（
常
盤
町
75
ー

４
・
☎
・
ｆ

５
７
３
ー
５
１
０
２
）

募
集
人
員　

15
〜
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

利
用
者
８
０
０
円
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
５
０
０
円

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
茜
あ
か
ね

雲ぐ
も

」

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
鈴す
ず

木き

さ
ん
（
☎
５
７
２
ー

３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ
ん
（
☎

５
７
０
ー
１
８
７
６
）
へ

深
谷
市
美
術
家
協
会
展

と
き　

２
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
４

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
展
示
室

【
作
品
募
集
】

出
品
資
格　

会
員
お
よ
び
深
谷
市
在

住
在
勤
在
学
で
高
校
生
以
上
の
か

た
。
ま
た
、
活
動
の
主
体
が
深
谷

市
に
あ
る
か
た

締
め
切
り　

２
月
１
日
㈬

規
格　

絵
画
＝
20
号
以
下
で
額
装　

書

＝
半
切
以
下
、
縦
書
き
に
統
一　

刻

書
＝
特
に
な
し　

写
真
＝
全
紙
に
統

一
、ガ
ラ
ス
不
可
（
ア
ク
リ
ル
は
可
）

彫
刻
・
工
芸
＝
特
に
な
し

主
催
と
問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
美

術
家
協
会
会
長
・
山や
ま

田だ

さ
ん(

☎

５
７
３
ー
７
４
７
４)

へ

ス
ポ
ー
ツ
の
問
い
合
わ
せ
は
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
教
育
庁

舎
内
・
☎
5
7
3
ー
9
2
8
0
・
Ｆ

5
7
4
ー
5
8
6
1
）へ
。未
成
年
者

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
へ
の
参
加
に

は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

第
７
回
鴨
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

と
き　

２
月
19
日
㈰
午
前
８
時
30
分

受
け
付
け

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
体
育
館

種
目　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学
生
以

下
）、
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上

で
コ
ー
ト
内
に
女
性
ま
た
は
50
歳

以
上
の
男
性
１
人
以
上
を
含
む
）、

シ
ニ
ア
の
部
（
45
歳
以
上
で
女
性

を
１
人
以
上
含
む
）、
レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
（
中
学
生
以
上
の
女
性
）、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
中
学
生
以
上

２
人
、
小
学
生
以
下
２
人
で
構
成
。

親
子
に
限
ら
ず
、
親
戚
・
ご
近
所

同
士
な
ど
も
可
）

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
で
初
心
者

の
か
た

募
集
人
員　

60
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

１
人
＝
７
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

申
し
込
み　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
市
体
協
事
務
局

（
教
育
庁
舎
１
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
内
）
へ

問
い
合
わ
せ　

市
武
術
太
極
拳
連

盟
・
中な

か

村む
ら

さ
ん
（
☎
５
７
２
ー

２
９
１
４
）
へ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
教
室

と
き　

２
月
１
日
〜
３
月
１
日
の
毎

週
水
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
７
時

〜
９
時

と
こ
ろ　

深
谷
消
防
署
練
成
場

対
象　

市
内
在
住
在
勤
在
学
者
で
小

学
生
以
上
の
か
た

募
集
人
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

１
人
＝
３
，０
０
０
円（
保

険
料
含
む
）

申
し
込
み　

１
月
12
日
㈭
〜
１
月
20

日
㈮
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市

体
協
事
務
局
（
教
育
庁
舎
１
階
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
へ

問
い
合
わ
せ　
市
山
岳
連
盟
・
島し

ま

田だ

さ

ん
（
☎
５
７
２
ー
６
４
４
７
）
へ

平
成
17
年
度
第
２
回
ス
ノ
ー
ト
レ
イ
ン

市
民
ス
キ
ー
講
習
会

と
き　

２
月
12
日
㈰
午
前
７
時
に
Ｊ

Ｒ
深
谷
駅
改
札
前
集
合　

シ
ー
ハ

イ
ル
上
越
号
ー
越
後
中
里
駅
午
前

９
時
30
分
着
ー
班
別
講
習
会
ー
現

地
午
後
４
時
40
分
発
ー
深
谷
駅
着

予
定
・
午
後
６
時
40
分

と
こ
ろ　

越
後
中
里
ス
キ
ー
場

指
導
者　
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
指
導
員

対
象　

子
ど
も
〜
大
人
ま
で
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
人
員　

80
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

中
学
生
以
上
１
人=

７
，

０
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
人=

５
，
０
０
０
円
（
電
車
代
、
休
憩

料
、
保
険
料
含
む
）

※
リ
フ
ト
代
は
含
み
ま
せ
ん

申
し
込
み　

２
月
９
日
㈭
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
市
体
協
事
務
局

（
教
育
庁
舎
１
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
内
）
へ

問
い
合
わ
せ　

市
ス
キ
ー
連
盟･

高た
か

橋は
し

さ
ん
（
☎
５
７
１
ー
０
８
７
３
）

へ

平
成
18
年
度
深
谷
市
サ
ッ
カ
ー

連
盟
登
録

　

平
成
18
年
度
第
１
種
（
社
会
人
）

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
各
種
大

会
へ
の
参
加
に
は
、
第
１
種
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

１
月

25
日
㈬
ま
で
に
、
市
サ
ッ
カ
ー
連

盟
・
田た

村む
ら

さ
ん
（
☎
５
７
２
ー

４
０
４
３
）
へ

が
ん
ば
り
ま
し
た
！

〈
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
〉

10
／
９　

常
盤
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

男
子
１
部
＝
菊き
く

池ち

清き
よ

彦ひ
こ

・
茂も
て

木ぎ

理お
さ
む、

男
子
２
部
＝
山や
ま

口ぐ
ち

俊
し
ゅ
ん

二じ

・
手て

島し
ま

秀ひ
で

木き

、
男
子
３
部
＝
森も
り

田た

和か
ず

孝た
か

・
柿か
き

沼ぬ
ま

亮
り
ょ
う

太た

郎ろ
う

、
女
子
１
部
＝
浅あ
さ

見み

香か

奈な

・
中な
か

山や
ま

悠ゆ
う

子こ

、
女
子
２
部
＝
村む
ら

野の

里さ
と

実み

・
富と
み

丘お
か

亜あ

理り

沙さ

〈
川
本
町
民
綱
引
き
大
会
〉

11
／
26　

川
本
中
学
校
体
育
館

男
子
の
部
＝
重
忠
綱
引
き
ク
ラ
ブ
、

女
子
の
部
＝
17
区
フ
ド
ー
ズ

〈
川
本
中
が
関
東
空
手
道
選
手
権
大

会
で
３
位
〉

第
８
回
関
東
空
手
道
選
手
権
大
会

が
11
月
20
日
に
江
東
区
有
明
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県

代
表
と
し
て
女
子
団
体
組
手
で
出
場

し
た
川
本
中
学
校
が
第
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

Ｑ　

国
民
年
金
に
は
ど
ん
な
人
が
加

入
す
る
の
？

　

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が

加
入
し
ま
す
。
職
業
に
よ
っ
て
次
の

３
つ
の
種
類
（
被
保
険
者
）
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

●
第
１
号
被
保
険
者　

学
生
、
フ

リ
ー
ア
ル
バ
イ
タ
ー
、
自
営
業
者

な
ど
（
第
２
号
・
第
３
号
以
外
の

か
た
は
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
）

●
第
２
号
被
保
険
者　

会
社
員
や
公

務
員
な
ど

●
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

Ｑ　

年
金
っ
て
若
い
と
き
に
も
関
係

あ
る
の
？

　

関
係
あ
り
ま
す
！
国
民
年
金
は
老

後
の
年
金
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け

が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
も
、
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
交

通
事
故
や
け
が
な
ど
、
万
が
一
の
こ

と
は
い
つ
自
分
の
身
に
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
に
、
生

活
の
支
え
に
な
る
の
が
障
害
基
礎
年

金
で
す
。
ま
た
、
一
家
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
残
さ
れ
た
家
族

を
支
え
る
遺
族
基
礎
年
金
も
あ
り
ま

す
。

Ｑ　

保
険
料
は
い
く
ら
？
ど
う
や
っ

て
納
め
る
の
？

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
１
か
月
１
３
，
５
８
０
円
（
平

成
17
年
度
額
）
で
す
。
社
会
保
険
庁

か
ら
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
も
で
き
ま

す
。

Ｑ　

将
来
国
民
年
金
が
、
破
綻
す
る

心
配
は
な
い
の
？

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度

は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
働
く
世
代
が
高
齢

者
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
を
取
っ
て

お
り
、
日
本
の
経
済
社
会
が
存
続
す

る
限
り
、
決
し
て
破
綻
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
自
分
が
年
を
取
っ

た
と
き
に
は
年
金
が
も
ら
え
な
い
」

参
加
資
格　

県
内
在
住
在
勤
在
学
者

募
集
チ
ー
ム
数　
60
チ
ー
ム（
先
着
順
）

チ
ー
ム
人
数　

５
人
以
上
８
人
以
内

（
試
合
は
４
人
で
行
う
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
＝
２
，
０
０
０

円
（
参
加
賞
あ
り
）

申
し
込
み　

２
月
10
日
㈮
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
教
育
庁
舎
１
階
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

鴨
ん
バ
レ
ー
教
室
・
練
習
会

深
谷
で
誕
生
し
た
『
鴨か
も

ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
』
は
、
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
す
。
こ
の
機
会
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
個
人
で
も
チ
ー
ム
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
６
日
㈪
、
２
月
13
日

㈪
、
２
月
15
日
㈬
（
全
３
回
）
午

後
７
時
30
分
〜
９
時

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
体
育
館

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

教
育
庁
舎
１
階
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
５
７
３
ー

９
２
８
０
）
へ　

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
持
参
の
上
ご
参
加
く
だ

さ
い

市
民
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
き　

２
月
５
日
㈰
午
前
９
時

と
こ
ろ　

仙
元
山
公
園
陸
上
競
技

場
・
多
目
的
広
場

種
目　

１
部
＝
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
の
部
（
ミ
ニ
ラ
グ
ビ
ー
・
９
人

制
）、２
部
＝
中
学
生
の
部
（
ジ
ュ

ニ
ア
ラ
グ
ビ
ー
・
12
人
制
）、
３

部
＝
一
般
の
部
（
高
校
生
以

上
・
７
人
制
）

対
象　

市
内
在
住
在
勤
在
学
者
お
よ

び
チ
ー
ム
登
録
者

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

１
月
20
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市

体
協
事
務
局
（
教
育
庁
舎
１
階
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
・
☎
５
７
３
ー

９
２
８
０
・
Ｆ

５
７
４
ー

５
８
６
１
）
へ

新
春
卓
球
大
会

と
き　

２
月
12
日
㈰
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
体
育
館

参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

申
し
込
み　

１
月
24
日
㈫
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
市
体
協
事
務
局（
教

育
庁
舎
１
階
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
承
諾
印
が

必
要
で
す

市
民
空
手
道
大
会

と
き　

３
月
12
日
㈰
午
前
８
時
受
け

付
け

と
こ
ろ　

深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目　
〈
形
・
組
手
〉
幼
児
の
部
、

小
学
生
の
部
（
学
年
別
・
男
女
別
）、

中
学
生
の
部
（
男
女
別
）、
高
校

生
の
部（
男
女
別
）、一
般
の
部（
男

女
別
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
在
勤
在
学
者

お
よ
び
市
連
盟
登
録
者

参
加
料　

１
人
＝
２
，０
０
０
円（
保

険
料
・
参
加
賞
含
む
）

申
し
込
み　

２
月
３
日
㈮
ま
で
に
参

加
料
を
添
え
て
、
市
体
協
事
務
局

（
教
育
庁
舎
１
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
内
）
へ

問
い
合
わ
せ　

市
空
手
道
連

盟
・
吉よ

し

形か
た

さ
ん
（
☎
５
７
３
ー

３
１
７
０
）
へ

太
極
拳
教
室

と
き　

２
月
15
日
〜
３
月
22
日
の
毎

週
水
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
１
時

〜
３
時

笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 2223
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な
ど
と
い
う
噂
に
振
り
回
さ
れ
ず
、

着
実
に
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
年

を
と
っ
た
と
き
、
万
が
一
の
と
き
に

後
悔
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

Ｑ　

収
入
が
な
く
て
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
ん
だ
け
ど　

　

学
生
で
あ
れ
ば
、
在
学
中
の
保
険

料
が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
で
な
い
か

た
も
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
前
年
所
得
に
よ
る
審
査
が
あ

り
ま
す
が
、
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
申
請
先
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

役
場
で
す
。
ま
た
、
申
請
は
毎
年

度
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
ー
５
２
１
１
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
ー

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
ー
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
ー

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
ー
１
１
２
２
）
へ

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

老
齢
の
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

に
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

１
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

平
成
17
年
中
の
支
払
金
額
（
２
月
定

時
支
払
い
か
ら
１
月
随
時
支
払
い

分
）
は
、
介
護
保
険
料
を
天
引
き
す

る
前
の
金
額
と
な
り
、
実
際
の
支
払

額
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
（
記
載
さ
れ
て
い
る
介
護
保

険
料
は
社
会
保
険
料
と
し
て
源
泉
徴

収
税
額
の
計
算
対
象
か
ら
控
除
さ
れ

て
い
ま
す
）。

こ
の
源
泉
徴
収
票
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
の
際
に
添
付
書
類
と
し
て

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
源
泉
徴
収
票
が
１
月
末
ま

で
に
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
さ
れ
た

と
き
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会

保
険
事
務
所
で
再
発
行
で
き
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の

あ
る
か
た
、
ま
た
、
源
泉
徴
収
で
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
控
除
（
生
命
保
険

料
や
医
療
費
な
ど
）
が
あ
る
か
た
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
か
た
に
は
税
金
が
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
ら

れ
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事
務

所
（
☎
５
２
２
ー
５
２
１
１
）
へ

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
中
に
介
護
保
険
に
よ
る

要
介
護
認
定
を
受
け
て
、
お
む
つ
を

使
用
さ
れ
て
い
る
か
た
が
、
確
定
申

告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
に
代
え
て
、保
険
者
（
大

里
広
域
市
町
村
圏
組
合
）
が
発
行
す

る
「
お
む
つ
使
用
確
認
書
」
で
も
医

療
費
控
除
の
対
象
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

◎
平
成
17
年
中
に
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
こ
と

◎
要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医
意

見
書
で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
尿
失
禁
の
発

生
可
能
性
が
確
認
で
き
る
こ
と

◎
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
、
２
年
目
以
降
で
あ
る

こ
と
（
初
め
て
の
か
た
は
、
医

師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ　

大
里
広
域
市
町
村
圏

組
合
介
護
保
険
課
（
☎
５
０
１
ー

１
３
３
０
）
ま
た
は
深
谷
介
護
保

険
事
務
所
（
長
寿
福
祉
課
内
・
☎

５
７
４
ー
８
５
４
４
）
へ

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
が
終
了
し
ま
す

平
成
12
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正

に
よ
り
、
既
存
宅
地
確
認
制
度
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
既
に
既
存
宅
地

確
認
を
受
け
た
土
地
（
※
１
）
に
お

い
て
行
う
自
己
用
の
建
築
物
の
新
築

な
ど
に
限
り
、
従
来
ど
お
り
開
発
許

可
不
要
（
※
２
）
と
す
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
経
過
措
置
は
平
成
18
年
５
月

17
日
ま
で
（
平
成
13
年
５
月
18
日
以

後
に
既
存
宅
地
確
認
を
受
け
た
土
地

に
お
い
て
は
、
そ
の
確
認
を
受
け
た

日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
す
る

日
ま
で 

※
３
）
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
経
過
措
置
に
よ
り
自
己
用
の

建
築
物
の
新
築
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
か
た
は
、
開
発
指
導
課
ま
で
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
１　

新
た
に
既
存
宅
地
確
認
申
請

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

※
２　

建
築
行
為
を
行
う
際
は
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
手
続
き
が
必

要
で
す

※
３　

経
過
措
置
の
終
了
期
限
ま
で

に
建
築
物
の
新
築
な
ど
に
着
手
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
５
）
へ

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
（
簡
易

診
断
）
を
始
め
ま
す

診
断
を
ご
希
望
の
か
た
は
、
開
発

指
導
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

開
発
指
導
課
（
☎

５
７
４
ー
６
６
５
５
）
へ

市
町
合
併
に
伴
う
外
国
人
登
録

事
務
申
請
窓
口
に
つ
い
て

平
成
18
年
１
月
４
日
か
ら
、
外
国

人
登
録
事
務
の
窓
口
が
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
。

取扱事務

外国人登録事務に
関するすべての手
続き

「原票」および「登
録原票記載事項証
明書」の発行のみ

申請場所

本庁舎
市民課

各総合支所
市民環境課

問
い
合
わ
せ　

市
民
課
管
理
係
（
☎

５
７
４
ー
６
６
４
０
）
へ

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
熊
谷
工
場
の
一

般
廃
棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
変
更
許
可
申
請
書
等
の
縦
覧
に
つ

い
てこ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
通

り
申
請
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
利
害
関
係
を
有
す
る
か
た
は
、

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

1
月
11
日
㈬
〜
２
月
10

日
㈮
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

埼
玉
県
廃
棄
物
指
導

課
・
資
源
循
環
推
進
課
・
北
部
環

境
管
理
事
務
所
、
深
谷
市
環
境
課

の
各
窓
口

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
資
源
循
環

推
進
課
（
☎
０
４
８
ー
８
３
０
ー

３
１
１
０
）
ま
た
は
深
谷
市
環
境

課
（
☎
５
７
４
ー
８
５
７
２
）
へ

奨
学
資
金
給
与
制
度

市
で
は
、
学
業
成
績
が
良
好
で
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
ま
た

は
高
等
専
門
学
校
な
ど
で
の
修
学
が

困
難
な
市
民
の
か
た
を
対
象
に
、
奨

学
資
金
を
給
与
し
て
い
ま
す
。

奨
学
生
の
条
件　

①
性
行
善
良
で
、

学
業
成
績
が
良
好
な
か
た　

②
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
出

が
困
難
な
世
帯
の
か
た　

③
学
校

長
が
推
薦
す
る
か
た
（
①
〜
③
の

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
か
た
）

金
額　

月
額
９
，
３
０
０
円　

申
請
方
法　

現
在
在
学
す
る
学
校
長

ま
た
は
、
出
身
校
の
学
校
長
を
通

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
限　

３
月
31
日
㈮
ま
で
（
申

請
書
は
２
月
１
日
か
ら
市
内
中
学

校
、
教
育
総
務
課
、
教
育
委
員
会

各
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
）

奨
学
生
の
決
定　

５
月
中
に
35
人
以

内
を
決
定

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
（
☎
５
７
４
ー
５
８
１
１
）

へ

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

こ
の
冬
を
「
市
立
山
の
家
」
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か

新
潟
県
南
魚
沼
市
に
あ
る
山
の
家

は
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
、
周
辺
に
は

「
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」
や
「
雪

あ
そ
び
」
が
で
き
る
ス
キ
ー
場
が
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
宿
泊
は
、
天

然
温
泉
か
け
流
し
の
湯
で
、「
こ
こ

こんにちは、AETです
The Importance of Culture

I have lived in Japan for three months, but I already know 
there are many cultural differences between the United States 
and Japan.  The biggest I have seen is not the things you 
typically hear about.  Yes, it was hard to adjust to not wearing 
shoes in the house, having fish and rice with every meal, and 
not having napkins or paper towels at the table.  But to me, the 
difference is in the education children receive.  Public schools in 
Japan are equal to what I would experience at a private school 
in America.  I believe schools in Japan go a step further than 
that.  The schools here focus on educating the whole person.  
Much time is devoted to building a sense of team spirit.  Schools 
also take the time to stress the importance of art, music, and 
sports along with the more academic classes of the students 
such as math and science.  By making every class important, 
students are more involved.  Children find a class they really 
like, and learn to enjoy school.  
Long term, I believe this leads to a more respectful and tightly 
bonded community.  I see this in the many people who have 
stopped to say hello or tried to help me adjust to living in Japan.  
Everyday when I go to school students and teachers take the 
time to say good morning.  When I am walking to work, PTA 
volunteers make a point of saying hello and good morning.  This 
has taken a while for me to adjust to.  People in America no 
longer do this.  While living in Fukaya, I have also noticed how 
clean the city is.  People take the time to pick up leaves, throw 
away their trash, and do not leave cigarettes on the ground.  I 
believe this is because the people here are proud of their city 
and friends with their neighbors.  I hope to take this respect 
and friendliness back home with me to America.

文化の重要性
わたしは、日本に住んで３か月になりますが、アメリカと日本の間には

たくさんの文化的な違いがあることは既に知っています。わたしが見た最
大の違いは、皆さんから一般的に聞いて知ったことではありません。そう、
家の中で靴を履かないこと、毎回の食事に魚とごはんを食べることやナ
プキンやペーパータオルをテーブルに使わないことに慣れるには大変でし
た。しかし、わたしは、違いは子どもたちが受けている教育面にあると
思います。日本の公立の学校は、アメリカの私立学校と同じです。日本
の学校は、アメリカの学校よりもさらに一歩進んでいると思います。日本
の学校は、全人格の教育に焦点を置いています。集団としての意識感覚
を育てるのに多くの時間を充てています。学校は、数学や理科のような
より専門的な授業のほかに、美術や音楽、スポーツの重要性を強調する
ために時間を充てています。すべての授業を重要にすることによって、生
徒たちはさらに熱心に勉強します。子どもたちは、本当に好きな授業を
見つけ、楽しんで学校へ行き学ぼうとしています。
長期的にみれば、このことがお互いを尊敬し合い、そしてしっかり結束

した社会を造っていると思います。このことは、あいさつをするために立
ち止まる人や、わたしが日本の生活に慣れるために助けようとしてくれる
人がたくさんいることからも分かります。毎日、学校では、生徒や先生
が「おはようございます」を言う時間があります。わたしが歩いて仕事
に行く時、ＰＴＡのボランティアのかたから「こんにちは」とか「おは
ようございます」と言ってきます。わたしは、このことに慣れるのに少し
時間がかかりました。アメリカの人々はこのようなことはしません。深谷
に住んでみて、深谷がとてもきれいな街だということも分かりました。市
民のかたは葉っぱを掃除したり、ゴミを片付けたりする時間をとり、また
タバコのポイ捨てをしません。これは、市民のかたが街、隣人とともに
友人のことを誇りに思っているからだと思います。わたしは、この点や友
を思う気持ちをアメリカに持ち帰りたいと思っています。

★ワンポイント・メモ　今回の担当は、姉妹都市アメリカ・カリフォルニ
ア州・フリーモント出身で、上柴中学校に勤務しているメラニー・ヒメ
ネス先生です。深谷に３か月住んで感じたことなどを述べています。
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ろ
」
と
「
身
体
」
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

こ
の
冬
の
思
い
出
を
作
っ
て
み
て
は

ど
う
で
す
か
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
連
れ

や
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ま

た
友
達
な
ど
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宿
泊
料
（
１
泊
２
食
付
）
は
大

人
５
，
０
０
０
円
・
小
学
生
４
，

０
０
０
円
・
未
就
学
児
は
無
料
（
食

事
無
し
・
た
だ
し
別
料
金
で
お
子
様

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
あ
り
）

ご
予
約
は
電
話
で
く
ら
し
い
き
い

き
課
（
☎
５
７
４
ー
６
６
３
３
）
ま

た
は
、
市
立
山
の
家
（
☎
０
２
５
ー

７
７
２
ー
４
１
６
６
）
ま
で
。

１
月
中
旬
〜
３
月
上
旬
ま
で
の
週

末
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
平

日
は
市
内
中
学
生
（
旧
深
谷
市
）
の

ス
キ
ー
教
室
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、

利
用
い
た
だ
け
る
日
が
限
ら
れ
て
き

ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
際
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

パ
テ
ィ
オ
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
月
１
日
〜
３
月
31
日
は
、

小
学
生
に
限
り
入
場
無
料

こ
の
機
会
に
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

定
期
休
館
の
お
知
ら
せ

２
月
７
日
㈫
〜
28
日
㈫
ま
で
の
期

間
、
機
械
設
備
類
点
検
お
よ
び
プ
ー

ル
清
掃
実
施
の
た
め
休
館
と
な
り
ま

す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ア
ク
ア
パ
ラ
ダ
イ

ス
・
パ
テ
ィ
オ
（
☎
５
７
４
ー

５
０
０
０
・
火
曜
日
休
館
）
へ

求
人
企
業
合
同
面
接
会

と
き　

２
月
７
日
㈫
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

水道の故障・修理は次の指定給水装置工事事業者へ
水道修理当番表

税務証明や住民票の写しなどが必要なかた、
住民異動届を申請されるかたへのお願い

個人情報の保護から、本人以外のかたへの「税務証明」や「住
民票の写し」などの交付は、原則として委任状が必要となります。
また、証明の交付申請・住民異動届申請の際は、本人確認をさ
せていただきますので、運転免許証や保険証などをお持ちくださ
い。多少ご不便をおかけいたしますが、ご協力をお願いします。

問い合わせ　税務証明　　　　　…　市民税課（☎574－6637）へ
　　　　　　住民票・住民異動届　…　市民課（☎574－6640）へ

（旧岡部町入札） （単位：円）
入札日 工事名 工事場所 落札金額 落札業者 設計額 注１ 予定価格 注２ 入札方法
11月21日

岡中央土地区画整理事業・
区6-19号線他道路改良工事

岡部町大字岡地内 10,500,000 埼玉緑地建設㈱ 12,500,000 10,620,000 
指名競争
入札

〃
まちづくり交付金事業・
区6-42号線他区画道路舗装工事

岡部町大字岡地内 2,500,000 青木建設㈱ 2,950,000 2,650,000 〃

〃
まちづくり交付金事業・
区6-19号線他区画道路舗装工事

岡部町大字岡地内 3,250,000 ㈲篠崎組 3,800,000 3,450,000 〃

〃 町道 1-483 号線路肩修繕工事 岡部町大字沓掛地内 2,550,000 信栄建設㈱ 3,100,000 2,630,000 〃

〃 町道 7号線舗装修繕工事 岡部町大字針ヶ谷地内 9,500,000 ㈱内田建設工業 11,300,000 9,600,000 〃

〃 町道 2-263 号線舗装修繕工事 岡部町大字山河地内 6,500,000 ㈱金子組 7,820,000 6,650,000 〃

〃 町道 2-275 号線舗装新設工事 岡部町大字針ヶ谷地内 2,500,000 神尾建設㈱ 3,000,000 2,550,000 〃

〃 町道 3-352 号線舗装新設工事 岡部町大字櫛挽地内 2,850,000 岡部建設業（同） 3,500,000 2,900,000 〃

〃 町道 3・4・9号線舗装修繕工事 岡部町大字岡地内他 2,400,000 ㈲島田建設 2,850,000 2,450,000 〃

〃 町道 2-550 号線舗装修繕工事 岡部町大字後榛沢地内 6,700,000 ㈱新井工業 7,900,000 6,710,000 〃

〃 町道 3-290 号線路肩補修工事 岡部町大字櫛挽地内 2,850,000 ㈱鏡建設 3,400,000 2,900,000 〃

〃 町道 2-492 号線舗装修繕工事 岡部町大字本郷地内 7,800,000 古郡建設㈱ 9,300,000 7,900,000 〃

（旧深谷市入札） （単位：円）
入札日 工事名 工事場所 落札金額 落札業者 設計額 注１ 予定価格 注２ 入札方法
11月25日 公共施設名称看板等改修工事

岡部町、川本町および花
園町内の公共施設ほか 12,300,000 古郡建設㈱ 13,200,000 12,500,000 指名競争入札

注１　工事の設計書を作成する際に、積算基準書、単価表などで見積もった金額です
注２　設計額を基に、実際の取引価格などを考慮して作成し、入札時の契約金額決定の基準となる価格で、これを上回る金額では、落札できません
※金額には消費税などは含まれていません。工事場所については、合併前の住所になります。入札結果の詳細、問い合わせは総務課（☎ 574ー6634）へ

と
こ
ろ　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４

階
市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
）

対
象　

平
成
18
年
３
月
に
大
学
・
短

大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
か

卒
業
後
１
〜
２
年
以
内
の
か
た

内
容　

県
内
企
業
約
80
社
の
合
同
面

接
会
で
す
。
予
約
不
要
で
入
退
場

自
由
。
履
歴
書
を
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
雇
用
対
策

協
議
会
（
☎
０
４
８
ー
６
４
７
ー

４
１
８
５
）
へ

深谷地域 川本地域
当番日 当番店 所在地 電話番号 当番店 所在地 電話番号
1 . 5 ㈲ 高橋設備工業 国済寺 (事 )５７５－１０００

㈲ 小川設備工業所 長在家 (事 )５８３－４４５４6 栗田工業 横瀬 (事 )５８７－３４５４
7 ㈲ 御所設備 東方町 (事 )５７３－２８３３
8 ㈲ 上野台設備 上野台 (事 )５７１－１１６９

瀬山工業 ㈱ 川本明戸 (事 )５８３－５２１４9 鹿沼設備工業所 下手計 (事 )５８７－２６０３
10 ㈱ たべい 萱場 (事 )５７１－０４６６
11 豊里電気住宅設備 新戒 (事 )５８７－２１３３

㈱ 小高冷暖房セン
ター

畠山 (事 )５８３－２２９１12 丸橋設備 横瀬 (事 )５８７－３７９８
13 坂本電気工事店 櫛引 (事 )５７２－７９１１
14 秋山住宅設備 上野台 (事 )５７１－１１４９

㈱ 小和瀬農機商会 田中 (事 )５８３－２４５２15 鈴木美装 東方町 (事 )５７２－９５８０
16 ㈲ 荒川工務店 西島町 (事 )５７１－３５０３
17 ㈲ 深谷機工 柏合 (事 )５７１－３７１６

㈲ 笠原鉄工所 田中 (事 )５８３－２０１８18 ㈱ 浦野工務店 原郷 (事 )５７１－７６７６　(自 )５７１－０９６３
19 深谷市指定水道工事店協同組合 柏合 (事 )５７１－９００７
20 あらい水道 ㈱ 国済寺 (事 )５７１－３４６４

山田設備工業 ㈱ 本田 (事 )５８３－３２０９21 ㈱ 門倉設備 櫛引 (事 )５７３－２９６１
22 関口水工 ㈱ 萱場 (事 )５７１－７３８２　(自 )５７１－６３５６
23 今井設備工事 上野台 (事 )５７２－０３４０　(自 )５７２－６２１７

㈲ 小川設備工業所 長在家 (事 )５８３－４４５４24 ㈲ 深谷設備工業所 東方 (事 )５７２－３０９８
25 福田機工 上柴東 (事 )５７１－８３９２　(自 )５７２－０５４６
26 ㈱ 観水 柏合 (事 )５７１－３１１９

瀬山工業 ㈱ 川本明戸 (事 )５８３－５２１４27 ㈲ 梅沢管工 西島 (事 )５７２－９１２０　(自 )５８７－２４４５
28 ㈱ 水野設備 国済寺 (事 )５７１－２８２２
29 ㈲ 飯島水道設備 新井 (事 )５７２－８２５８　(自 )５７１－６６３５

㈱ 小高冷暖房セン
ター

畠山 (事 )５８３－２２９１30 ㈱ 吉岡設備 寿町 (事 )５７２－３４１６　(自 )５７３－１２３９
31 橋本工業 ㈲ 内ヶ島 (事 )５７１－１３７７
2 . 1 ㈲ 笠原水道工務店 柏合 (事 )５７２－０８４２

㈱ 小和瀬農機商会 田中 (事 )５８３－２４５２2 柴崎工業 ㈱ 上柴東 (事 )５７１－０１４９
3 ㈲ 黒沢設備工業所 矢島 (事 )５７１－６６２０
4 セイフル㈱ 上野台 (事 )５７２－２４４２

㈲ 笠原鉄工所 田中 (事 )５８３－２０１８5 高田設備 蓮沼 (事 )５７２－３８９９
6 ㈲ 川島機工設備 緑ヶ丘 (事 )５７１－５０５２
7 江黒設備 堀米 (事 )５７３－７０５５

山田設備工業 ㈱ 本田 (事 )５８３－３２０９8 ㈲ 高橋設備工業 国済寺 (事 )５７５－１０００
9 栗田工業 横瀬 (事 )５８７－３４５４
10 ㈲ 御所設備 東方町 (事 )５７３－２８３３ ㈲ 小川設備工業所 長在家 (事 )５８３－４４５４

岡部地域 花園地域
当番日 当番店 所在地 電話番号 当番店 所在地 電話番号
1 . 5

～

2.10

内田設備 岡 (事 )５８５－２４２７

㈱ つるや 小前田 (事 )５８４－０７００
森下設備 榛沢 (事 )５８５－００３３
加藤商店 岡 (事 )５８５－２０５７
久保設備工業所 榛沢 (事 )５８５－１９９３

水道管の凍結にご注意！
冬季は、凍結により水道管が破損することがありますので、屋外の蛇口などは乾いた厚布や市販の保温材により凍結防
止をお願いします。問い合わせ　水道課（☎５７４－６６６１）へ

社会福祉法人合併公告
　社会福祉法人深谷市社会福祉協議会、社会福祉法人岡部町社会
福祉協議会、社会福祉法人川本町社会福祉協議会及び社会福祉法
人花園町社会福祉協議会は、社会福祉法人深谷市社会福祉協議会
を設立し、旧４法人は解散する旨を、理事会並びに評議員会にお
いて決議しましたので、合併につき異議のある債権者は、この公
告掲載の日から２ヶ月以内にその旨をお申し出ください。

　平成18年 1月 5日

　埼玉県深谷市西島町２丁目１４番地４
　　社会福祉法人深谷市社会福祉協議会会長　新井家光

　埼玉県深谷市山河１３２４番地
　　社会福祉法人岡部町社会福祉協議会会長　柿澤源八

　埼玉県深谷市田中１９７番地
　　社会福祉法人川本町社会福祉協議会会長　馬場一雄

　埼玉県深谷市小前田１１８３番地１
　　社会福祉法人花園町社会福祉協議会会長　柳　雅己

※スプレー缶・カセットボンベは必ず中身を使い切り、穴を
開けてから出してください

問い合わせ　環境課（☎574－6640）へ

●燃やせるごみ
（紙くず・生ごみ・プラス
チック）

●資源物（ビン・缶・ペッ
トボトル）
●燃やせないごみ

ごみの出し方はだいじょうぶ？

⬇ ⬇
透明または半透明袋
（レジ袋でも可）

透明袋・大里広域市町村
圏標準袋
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か
え
り
み
ち
で

　

ぼ
く
た
ち
二
年
生
は
、
一
年
生
の
時

か
ら
ま
い
日
お
な
じ
下
校
は
ん
で
な
か

よ
く
か
え
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
か
え
っ

て
い
る
と
、
ち
が
う
は
ん
の
人
た
ち
が

さ
わ
い
で
い
ま
し
た
。

Ａ
く
ん
が

「
ち
ゃ
ん
と
な
ら
べ
よ
。」

と
か
、

「
早
く
こ
い
よ
。」

と
い
ば
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。
い
わ

れ
た
Ｂ
ち
ゃ
ん
が

「
Ａ
く
ん
は
、は
ん
長
じ
ゃ
な
い
も
ん
。」

と
言
い
ま
し
た
が
、
な
き
そ
う
な
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
人
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
か
わ
い
そ
う
に
な
り
ま
す
。
で

も
Ａ
く
ん
に

「
や
め
な
よ
。」

と
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ａ
く
ん
が
こ

ん
ど
は
、
ぼ
く
に
む
か
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
こ
わ
か
っ
た
か
ら
で

す
。

　

そ
の
時
、
三
年
生
の
Ｃ
く
ん
が
と
お

り
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て

「
け
ん
か
し
ち
ゃ
だ
め
だ
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
ゆ
う
気
が
出
て
き
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

「
や
め
な
よ
。
け
ん
か
は
、だ
め
だ
よ
。」

と
言
え
ま
し
た
。
Ａ
く
ん
は
、

「
う
る
せ
え
。」

と
お
こ
っ
た
よ
う
に
言
い
か
え
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
と
き
ぼ
く
は
、
い
や
な

気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ

く
と
Ａ
く
ん
と
、
わ
る
口
の
言
い
あ
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ち
か
く
に
い
た
女
の
子
が
ぼ
く
に
、

「
ご
め
ん
ね
を
言
っ
た
ほ
う
が
い
い

よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
わ
る
口
を

言
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
な
い
と
思
っ
た

の
で
、

「
Ａ
く
ん
ご
め
ん
ね
。」

と
言
い
ま
し
た
。
Ａ
く
ん
は
、
そ
の
時

は
だ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ま
だ
Ａ
く
ん
は
、
お
こ
っ
て
い
る
の

か
な
。」
と
思
っ
て
い
る
と
、
Ａ
く
ん

も「
ご
め
ん
ね
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
心
が
す
っ
き

り
し
ま
し
た
。
Ａ
く
ん
も
わ
か
っ
て
く

れ
た
と
思
い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

け
ん
か
を
と
め
て
よ
か
っ
た
で
す
。

Ａ
く
ん
と
は
、お
な
じ
ク
ラ
ス
な
の
で
、

も
っ
と
な
か
よ
く
な
り
た
い
で
す
。
今

は
、
ま
い
日
た
の
し
く
下
校
は
ん
で
か

え
っ
て
い
ま
す
。

深谷のことを

知
ろ
う
！

と
っ
も

【男女共同参画社会の実現】が、全国的な課題として動き始め、各方面であらゆる取り組みが積極
的に行われてきていますが、まだまだ「男は仕事・女は家庭」といった固定的な性別による役割分担
をあたり前とする意識は根強く残り、男女間の不平等を感じたりすることは多いようです。
わたしたちの生活をめぐる状況がどんどん変化していく中で、将来にわたって豊かで活力ある社会

を築いていくためには、女性と男性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を
発揮できるような社会づくりが必要となってきています。
男女共同参画社会は、市から市民の皆さんにサービス提供や意識啓発をするだけで形成されるもの

ではなく、家庭や職場をはじめとしたあらゆる分野で、行政・市民・企業など深谷市を構成するすべ
ての人たちが一体となって進めることがとても大切です。

男女共同参画社会を実現するために
は
、
一
ノ
谷
の
戦
い
で
の
愛
馬
三
日
月

を
い
た
わ
り
、
背
負
っ
て
の
逆
落
と
し

は
大
変
有
名
で
す
。
史
跡
公
園
に
あ
る

銅
像
は
そ
の
姿
を
表
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
関
東
一
の
大
力
の
相
撲
と
り
に

勝
っ
た
こ
と
、
３
ｍ
も
あ
る
大
石
を
１

人
で
持
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
怪
力
無
双

と
い
わ
れ
ま
す
。

重
忠
の
最
期
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。元
久
２
年（
１
２
０
５
）

６
月
19
日
、
鎌
倉
か
ら
の
急
使
が
菅す

が

谷や

館や
か
た（

嵐
山
町
）
に
い
た
重
忠
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。「
急
用
在
り
、
直
ち
に
鎌

倉
へ
参
上
せ
よ
」
重
忠
は
何
事
か
と
、

取
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
、
わ
ず
か

１
３
４
騎
の
部
下
と
鎌
倉
へ
と
急
ぎ
ま

し
た
。
６
月
22
日
の
正
午
近
く
に
、
横

浜
の
二
俣
川
へ
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、

北
条
氏
の
軍
勢
３
万
余
り
が
待
ち
受
け

て
い
ま
し
た
。そ
の
と
き
初
め
て
、早
朝
、

嫡
子
重し

げ

保や
す

が
鎌
倉
で
戦
死
し
た
こ
と
、

こ
の
呼
び
出
し
が
幕
府
の
実
権
を
握
り

た
い
北
条
氏
の
は
か
り
ご
と
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
多
勢
に
無
勢
で

戦
闘
準
備
の
無
い
ま
ま
の
戦
い
で
し
た

が
、
激
し
い
戦
い
は
夕
方
ま
で
続
き
ま

し
た
。
最
後
に
力
つ
き
た
重
忠
を
は
じ

め
家
臣
す
べ
て
が
戦
死
し
、
重
忠
42
歳

の
悲
運
の
死
を
遂
げ
ま
し
た
。
今
か
ら

８
０
０
年
前
の
こ
と
で
す
。

川
本
に
は
、
畠
山
重
忠
墓
と
伝
わ
る

五
輪
塔
が
館
跡
に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
重
忠
再
興
の
菩
提
寺
満
福
寺
、
重

能
が
秩
父
椋む

く

神
社
を
勧
請
し
た
井い

椋ぐ
ら

神

社
、
重
忠
の
故
事
に
ち
な
ん
だ
景
勝
地

鶯
ノ
瀬
が
畠
山
地
区
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
畠
山
重
忠
辞
典
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｕhttp://w
w
w
.k2.dion.ne.jsp/̃

kaw
am
oto/　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

畠
山
重
忠
公
史
跡
公
園
へ
は
秩
父
鉄
道

永
田
駅
よ
り
徒
歩
20
分

と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

の
信

頼
は
厚
く
、
奥
州
征
討
を
は
じ
め
数
々

の
戦
い
や
出
陣
の
隊
列
で
は
、
常
に
名

誉
の
先
陣
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
身
に
覚
え
の
な
い
疑
い
が
か
か
っ

た
と
き
に
は
絶
食
を
し
て
ま
で
身
の
証

を
立
て
た
い
さ
ぎ
よ
い
姿
が
昔
の
教
科

書
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
名
を
全
国

に
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

文
武
両
道
に
秀
で
た
重
忠
は
、
弓
に

た
け
て
お
り
、
那な

須す
の
よ与

一い
ち

で
有
名
な
扇

の
的
を
射
る
役
は
最
初
重
忠
が
指
名
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
問
や
音
楽
の
素

養
を
身
に
つ
け
て
い
て
、
鶴

つ
る
が
お
か岡

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

の
舞
殿
で
静

し
ず
か

御ご

前ぜ
ん

が
舞
っ
た
時
、
楽
器

で
伴
奏
を
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。心

優
し
く
力
持
ち
の
重
忠
の
活
躍

こ
こ
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
大
活
躍
し

た
郷
土
の
偉
人
畠は

た
け
や
ま山

重し
げ

忠た
だ

を
紹
介
し

ま
す
。

畠
山
二
郎
重
忠
は
、
長
寛
２
年

（
１
１
６
４
）
に
畠
山
重し

げ
能よ

し
と
相
模
豪
族

三
浦
氏
の
娘
の
二
男
と
し
て
、
畠
山
館

跡
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
畠
山
氏
の
先
祖

は
桓
武
平
氏
で
、
最
初
、
秩
父
に
住
み

武
蔵
国
の
総そ

う

検け
ん

校ぎ
ょ
う

職し
ょ
く（

今
の
警
視
総

監
）
と
い
う
重
要
な
役
目
を
代
々
勤
め

る
立
派
な
家
柄
で
し
た
。
重
忠
の
父
重

能
は
畠
山
庄し

ょ
う

司じ

と
な
り
、
畠
山
の
地
に

移
り
住
み
ま
し
た
。

畠
山
重
忠
は
智
仁
勇
を
備
え
た
武
将

明
戸
小
学
校
３
年

　

石い
し

山や
ま

雄た
け

大ひ
ろ 

さ
ん

恐こ
わ

い
の
は　

心
の
中
に　

あ
る
差
別　
　

酒さ
か

井い

愛あ
い

子こ

さ
ん

人
権
標
語

　今後、新深谷市においても、
【深谷市勤労者家庭支援施設　Ｌ・フォルテ】を拠点として、
さまざまな事業を展開していきます。

男女共同参画社会の実現には、
市民一人ひとりの意識改革と
実際の行動の積み重ねが

大切です。

深谷市勤労者
　　家庭支援施設
 【 Ｌ・フォルテ 】
☎573－ 4761
　（火曜休館）
深谷市上柴町西4丁目2番地6（上柴公民館南側）
☆お気軽にご来館ください

武
蔵
武
士
の
鑑「
畠
山
重
忠
」

畠山重忠の銅像

畠山重忠の墓

2829



笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市Fukaya City Public Information,2006.01,Japan

合
併
後
に
お
い
て
も
、
し
ば
ら

く
の
間
は
旧
市
、
旧
町
そ
れ
ぞ
れ

の
方
法
で
、
ご
み
の
収
集
を
行
い

ま
す
。

ご
み
は
、
旧
市
、
旧
町
の
「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
確
認
し
、
指
定

の
方
法
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
手
元
に
旧
市
町
の
「
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
」の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
な
い
と
き
は
、
環
境
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
業
務
係

（
☎
５
７
１―

０
７
８
９
）
へ

次
の
申
請
に
つ
い
て
は

受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま
し
た

・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

の
申
請

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

補
助
の
申
請

な
お
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維

持
管
理
補
助
の
申
請
受
け
付
け
は

引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

小
型
焼
却
炉
な
ど
は
不
完
全
燃

焼
を
お
こ
し
や
す
い
の
で
使
用
せ

ず
、
決
め
ら
れ
た
ご
み
の
収
集
場

所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
気
汚
染
防
止
、
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
☎

５
７
４―

８
５
７
２
）
へ

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
の
か
た
に
、
自
宅
へ
保
温

ケ
ー
ス
に
入
っ
た
お
弁
当
形
式
の

昼
食
を
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。

お
届
け
す
る
こ
と
で
、
高
齢

者
の
食
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
安
否
確
認
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

【
対
象
者
】

① 

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者

② 

65
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
で
、

ど
ち
ら
か
１
人
が
要
介
護
認
定

で
要
支
援
以
上
の
世
帯
の
か
た

③ 

75
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
の
か
た

【
配
食
日
】

週
６
回
（
月
曜
日
〜
土
曜
日
）

の
う
ち
希
望
す
る
曜
日

【
自
己
負
担
】

① 

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
で

第
一
段
階
＝
２
０
０
円

② 

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
で

第
二
段
階
＝
３
０
０
円

③ 

①･

②
以
外
の
段
階
＝
４
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】

長
寿
福
祉
課
（
☎
５
７
４―

６
６
４
５
）
へ

岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
５―

２
２
１
４
）
へ

川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３―

２
５
３
２
）
へ

花
園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４―

１
１
２
３
）
へ

「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
に
つ
い
て

暮らしの
アドバイス

相談

■深谷市子どもの虐待防止ホットライン
　虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、子どもの虐待防止ホットライン（市
役所家庭児童相談室内・ ☎574－3000）へご連絡ください。

■L・フォルテ子育て支援軽運動室開放
　子育て中のかた、お子さんを一緒に遊ばせたり、情報交換をしたりしませんか？
とき　毎週水曜日午後１時～４時　　ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室
対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎573－4761・火曜日休館）へ

各　種　無　料　相　談

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ
エイズ相談
（※原則無料・匿名可）

エイズなどに関する相談
と血液検査

1月 16 日㈪
午前 10 時～ 11 時

深谷保健所 深谷保健所
☎ 571 － 4626

精神保健福祉相談
（※要電話予約）

精神保健福祉に関する相
談全般

1月 10 日㈫
午後 1時～ 2時

深谷保健所 深谷保健所
☎ 571 － 4626

県民法律相談
（※要電話予約）

弁護士による法律相談 毎月第 1～第 4水曜日
午後 1時～ 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 522 － 6506

県民相談・交通事故相談 家庭の困りごとや交通事
故相談

毎週月～金曜日
午前 9時～午後 4時

県北部地域創造センター
（県地方庁舎 1階）

県北部地域創造センター
☎ 521 － 7300

相談名 内容 とき ところ 問い合わせ
教　育 子どもの非行や不登校、いじ

め、家庭内暴力など
電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け

教育庁舎内教育研究所 学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456

フリーダイヤル・ｆ 0120 － 4 － 78374　ｅ e-net@city.fukaya.saitama.jp
家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの相
談

毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時～午後 4時

市役所家庭児童相談室 児童課
☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など 1月 18 日㈬、2月 1日㈬
午前 9時～正午

市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

1 月 19 日㈭
午前 9時～午後 3時

老人福祉センター岡部荘 岡部市民環境課
☎ 585 － 2213

1 月 16 日㈪、2月 1日㈬
午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

川本総合支所会議室 川本市民環境課
☎ 583 － 2783

1 月 17 日㈫、2月 7日㈫
午後 1時 30 分～ 4時

花園総合支所会議室 花園市民環境課
☎ 584 － 1122

法律相談 相続、離婚、金銭貸借、商取
引などの法律に関すること

毎週火曜日（祝日は除く）午後 1時 30 分～ 4時 30 分
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

2 月 2 日㈭
午前 9時～午後 3時

老人福祉センター岡部荘 岡部市民環境課
☎ 585 － 2213

2 月 17 日㈮　午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

花園総合支所会議室 花園市民環境課
☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝市民
相談員

市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水曜日・金曜日（祝日は除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課までご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日は除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分　担当＝くらしいき
いき課職員

電話により随時受け付け くらしいきいき課
☎ 574 － 8527

税　務 税理士による税一般に関する
相談

1月 20 日㈮
午前 10 時～午後 4時　担当＝税理士会会員

市役所西別館 301 会議室 市民税課
☎ 574 － 6637

人　権 生活全般で感じた人権上の困
りごとや悩みの相談

1月 10 日㈫
午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時

市役所西別館 301 会議室 人権政策課
☎ 574 － 6643

1 月 19 日㈭
午前 9時～正午・午後 1時～ 3時

岡部総合支所 岡部総務課
☎ 585 － 2211

1 月 16 日㈪
午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

川本総合支所 川本総務課
☎ 583 － 2781

1 月 17 日㈫
午後 1時 30 分～ 4時

花園総合支所 花園総務課
☎ 584 － 1121

L・フォルテ
相談室

こころやからだ、ＤＶの悩み
など

1月 21 日㈯
午前 11 時～午後３時　予約制

Ｌ・フォルテ２階研修室 B Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内　職 自宅でできるボタンつけなど
の仕事の紹介

毎週月曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
毎週木曜日＝午前 10 時～正午
（いずれも祝日は除く）

産業会館３階商工振興課隣
の会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結　婚 結婚に関する相談、紹介など 1月 15 日㈰、2月 2日㈭
午後 1時～ 3時

深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会
☎ 573 － 6563

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
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休日急患の診療
休日急患診療所 こども夜間診療所

1 月 8 日・9日・15 日・22 日・29 日 診療日 1 月 7 日・8日・9日・14 日・15 日・21 日・22 日・
     28 日・29 日

2 月 5日・11 日・12 日・19 日・26 日 2月 4日・5日・11 日・12 日・18 日・19 日・25 日・
     26 日

午前 9時～正午・午後 2時～ 5時 診療時間 午後 7時～ 10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です
※携帯電話から検索ができます　ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

●深谷市保健センターの保健事業　（☎575― 1101）
※対象者はいずれも旧深谷市域のかたです

事業名 実施日時など 対象者など
離乳食学級 1 月 11 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） ３～４か月児

※お子さんと一緒に参加されるかたは、1週間前
までに必ず電話で保育をお申し込みください

2月 1日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時）

４か月児健康診査 1 月 17 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年 8月 25 日～ 9月 5日生まれ
1月 27 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年 9月 6日～ 9月 15 日生まれ
2月 10 日㈮ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年 9月 16 日～ 9月 28 日生まれ

1歳６か月児
　　　　健康診査

1 月 19 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 16 年 6月 17 日～ 6月 30 日生まれ
2月 2日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 16 年 7月 1日～ 7月 14 日生まれ

３歳児健康診査 1 月 26 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 14 年 6月 15 日～ 6月 30 日生まれ
2月 9日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 14 年 7月 1日～ 7月 13 日生まれ

子育ての広場 1 月 24 日㈫ （受け付け：午前 9時 30 分～午後 4時） 子育て中の保護者とお子さん（未就園児）の
交流の場としてお部屋を開放2月 14 日㈫ （受け付け：午前 9時 30 分～午後 4時）

マタニティ学級 3 月 3 日㈮・10 日㈮・17 日㈮・25 日㈯ 妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、祖父母
※要電話予約

歯っぴーばーす
でぃ教室

2 月 13 日㈪
　

午前 10 時～ 10 時 45 分
（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時）

1歳の誕生日を迎えるお子さん
■持ち物：歯ブラシ、母子健康手帳

健康・不妊・介護・
禁煙相談

毎週月～金曜日（祝日を除く） ※要電話予約
午前 8時 30 分～午後 5時

老人健康相談 1 月 24 日㈫ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分　福寿荘 市内にお住まいの高齢者
1月 25 日㈬ 午後 1時 30 分～ 2時 30 分　仙元荘

成人健康相談 2 月 8 日㈬ 午後１時～２時 市内にお住まいのかた
母子健康相談 1 月 16 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分・

午後 1時 30 分～ 4時
偶数月の午前は歯科衛生士の相談あり。
※午後は要電話予約

2 月 13 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分・
午後 1時 30 分～ 4時

こころの健康相談 1 月 17 日㈫ （受け付け：午前 9時～ 11 時） 精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、
心の病気などや福祉制度などについて相談の
あるかた　※要電話予約

BCG接種 1 月 13 日㈮ （受け付け：午後１時～２時） 平成 17 年 9月 16 日～ 10 月 15 日生まれ
■会場は総合健診センターです

●岡部保健センターの保健事業　（☎585― 2214）　岡部福祉健康課
※対象者はいずれも旧岡部町域のかたです

事業名 実施日時など 対象者など
すこやか相談 【心理】 1月 13 日㈮・2月 10 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 4時 30 分）
発育・発達や言葉、心・病気・躾などで相談
のあるかた。また、育児などの不安や悩みが
あるかた　※要予約【発達】 1月 19 日㈭

（受け付け：午前 10 時～ 11 時 30 分）
■会場は子育て支援センターです

【言語】 1月 26 日㈭
（受け付け：午後 1時～ 4時 30 分）

10か月児相談 1 月 26 日㈭ （受け付け：午前 9時 30 分～ 10 時） 平成 17 年 3月生まれの乳児
乳児健診 1 月 27 日㈮ （受け付け：午後 1時 15 分～ 2時） 平成 17 年 9・10 月生まれの乳児
マタニティ
　　  レッスンⅡ

1 月 27 日㈮ （受け付け：午後 1時 15 分～ 1時 30 分） 妊娠 8 か月までの妊婦（ご家族の参加も可）
※要予約

マタニティ
　　  レッスンⅠ

2 月 8 日㈬ （受け付け：午前 9時 15 分～ 9時 30 分） 妊娠８か月までの妊婦（ご家族の参加も可）
※要予約

BCG接種 1 月 12 日㈭ （受け付け：午後 1時 15 分～ 2時） 平成 17 年 9月生まれの乳児
2月 9日㈭ （受け付け：午後 1時 15 分～ 2時） 平成 17 年 10 月生まれの乳児

三種混合予防接種 かかり付け医での個別接種になります。電話などでご
相談ください

7歳 6か月未満～平成 17 年７月生まれ

麻疹（はしか）
申し込み日

1 月 16 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 5時 15 分） 平成 17 年 1月生まれの乳児
■岡部福祉健康課で申し込み手続きをしてください

女性のための
    電話健康相談

毎週月曜日（祝日は除く） 健康・育児不安・ドメスティックバイオレン
スなどで相談のあるかた（受け付け：午後 1時～ 4時）

心の健康相談 1 月 24 日㈫ （受け付け：午前 9時～ 11 時） 精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、
心の病気などで相談のあるかた

　３月までは旧市町の保健センターの事業は旧市町域の住民のかたを対象に実施します。

眼科耳鼻咽喉科休日診療医院
とき 休日診療医院名 問い合わせ

1月  8日㈰ 石川アイクリニック ☎ 572 － 6315
1月  9日㈷ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054
1月15日㈰ 石川医院耳鼻咽喉科 ☎ 571 － 0038
1月22日㈰ 矢部耳鼻咽喉科 ☎ 574 － 3535
1月29日㈰ 高橋眼科医院 ☎ 571 － 0318
※変更になる場合があります

●川本保健センターの保健事業　（☎583― 2532）　川本福祉健康課
※対象者はいずれも旧川本町域のかたです

事業名 実施日時など 対象者など
BCG接種 1 月 10 日㈫ （受け付け：午後１時） 平成 17 年 10 月生まれの乳児
乳幼児相談 1 月 11 日㈬ 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分 乳幼児と保護者

2月 8日㈬ 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
スワン教室 1 月 18 日㈬ 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分 １歳未満児と保護者
１歳６か月児健診 1 月 19 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 16 年 7・8月生まれの幼児
３歳６か月児健診 1 月 19 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 14 年 7・8月生まれの幼児
２歳児フッ素塗布 1 月 19 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 15 年 7・8月生まれの幼児
両親学級 ① 1月 26 日㈭ 午後 1時 30 分～ 3時 妊婦と夫

② 1月 28 日㈯ 午後 1時 30 分～ 3時
③ 1月 30 日㈪ 午前 10 時～ 12 時 30 分

成人健康相談 1 月 11 日㈬ 午後 1時 30 分～ 3時 20 歳以上の成人
2月 8日㈬ 午後 1時 30 分～ 3時

●花園保健センターの保健事業　（☎584― 1123）　花園福祉健康課
※対象者はいずれも旧花園町域のかたです

事業名 実施日時など 対象者など
すくすく相談（幼児）
（のびのび広場）

1 月 11 日㈬ 午前 9時～ 11 時 １歳以上児と保護者
2月 8日㈬ 午前 9時～ 11 時

すくすく相談（乳児） 1 月 27 日㈮ （受け付け：午前 9時～ 10 時） １歳未満児と保護者
乳児健診 1 月 17 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年 2・3・8・9 月生まれの乳児
１歳６か月児健診 2 月 9 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 16 年 7・8月生まれの幼児
３歳児健診 2 月 9 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 14 年 8・9月生まれの幼児
２歳児フッ素塗布 2 月 9 日㈭ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 15 年 8・9月生まれの幼児
親子教室 1 月 18 日㈬ 午前 9時 30 分～ 申し込みがある乳幼児と保護者
BCG接種 1 月 25 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 17 年 10 月生まれの乳児
ほのぼの教室 1 月 11 日㈬ 午後 1時～ 3時 30 分 高齢者などで申し込みされたかた

1月 24 日㈫ 午後 1時～ 3時 30 分
■会場は花園荘です
2月 7日㈫ 午後 1時～ 3時 30 分

健康相談 1 月 11 日㈬ 午後 1時 30 分～ 3時 30 分 一般のかた
1月 25 日㈬ 午前 9時 30 分～ 11 時 30 分 60 歳以上のかた
■会場は花園荘です
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図
書
館
で
は
、
本
の
貸
し
出
し
・
閲
覧
を
は
じ
め
、

お
は
な
し
会
、
夏
休
み
子
ど
も
映
画
会
、
読
書
フ
ェ
ア
、

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紹
介
な
ど

の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
に
よ
り
４
つ
の
図
書
館
が
共
通
カ
ー
ド

（
詳
細
は
利
用
案
内
参
照
）
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
深
谷
市
立
図
書
館

☎
５
７
１―

８
２
１
０

平
成
２
年
11
月
オ
ー
プ
ン
。
蔵
書

資
料
数
は
約
25
万
冊
、
視
聴
覚
資
料

（
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
）
は
約
３,
９
０
０

点
で
す
。
１
階
に
は
一
般
書
架
の
ほ

か
児
童
コ
ー
ナ
ー
・
参
考
調
査
席
・

視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
・
渋
沢
栄
一
コ
ー

ナ
ー
、
２
階
は
一
般
閲
覧
室
・
多
目

的
集
会
室
、
３
階
に
は
郷
土
資
料
展

示
室
が
あ
り
ま
す
。
展
示
室
で
は
各

種
展
示
の
ほ
か
、
お
は
な
し
会
も
行

い
ま
す
。

図
書
館
を
紹
介
し
ま
す

②
岡
部
図
書
館
（
公
民
館
２
階
）

☎
５
８
５―

５
９
６
８

昭
和
53
年
11
月
オ
ー
プ
ン
。
合

併
に
伴
い
電
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
４
館
で
所
蔵
し
て
い
る
資
料
の

検
索
が
で
き
る
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
蔵
書
資
料

数
は
１
万
冊
。
今
後
、
児
童
書
を
中

心
と
し
た
蔵
書
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

③
川
本
図
書
館 

☎
５
８
３―

６
２
５
０

平
成
３
年
７
月
オ
ー
プ
ン
。
蔵
書
資

料
数
は
約
５
万
冊
、
視
聴
覚
資
料
（
Ｃ

Ｄ
・
ビ
デ
オ
）は
、約
２,
７
０
０
点
で
す
。

求
め
る
資
料
が
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
、

新
聞
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
・
一
般
コ
ー
ナ
ー
・

子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
・
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
・

参
考
資
料
室
に
分
け
て
配
架
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ビ
デ
オ
ブ
ー
ス
も
備
え

て
あ
り
、
館
内
で
自
由
に
図
書
館
の
ビ

デ
オ
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
花
園
こ
ど
も
情
報
交
流
図
書
館
ア
ク
ロ
ス

☎
５
７
９―

１
３
３
３

平
成
17
年
３
月
オ
ー
プ
ン
。
国
（
林

野
庁
）
と
県
（
農
林
部
木
材
利
用
推
進

部
）
の
木
の
あ
る
生
活
空
間
づ
く
り

事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
木

の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
図
書
館
で
す
。
ア
ク
ロ
ス
で
は
、

木
工
作
教
室
や
山
で
の
林
業
体
験
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
利
用
案
内

本
な
ど
の
資
料
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
の
は

・
市
内
在
住
在
勤
在
学
者

・
熊
谷
市
・
江
南
町
・
寄
居
町
・

児
玉
地
域
の
在
住
在
勤
在
学
者

（
広
域
利
用
者
）

本
を
借
り
る
と
き
は

　

図
書
カ
ー
ド
を
お
作
り
し
ま
す
。

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の（
免
許
証
・

被
保
険
者
証
な
ど
）
を
持
っ
て
カ
ウ

ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

既
存
カ
ー
ド
の
取
り
扱
い

　

４
つ
の
図
書
館
が
共
通
カ
ー
ド

で
利
用
で
き
ま
す
。
２
館
以
上
の

カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
旧
深
谷
市
立
図
書
館･･･

そ
の
ま

ま
使
え
ま
す

・
旧
川
本
町
立
図
書
館･･･
新
し
い

カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
す
の
で
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

・
旧
花
園
町
立
花
園
こ
ど
も
情
報
交

流
図
書
館･･･

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す

貸
出
冊
数
（
１
人
）・
返
却
期
限

・
図
書
、
雑
誌
、
紙
芝
居･･･

10
冊

ま
で
・
２
週
間

・
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
ア

ク
ロ
ス
の
み
）、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ･･･

２
点
ま
で
・
１
週
間

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト

　

貸
出
中
の
図
書
な
ど
の
予
約
は
図

・
館
内
整
理
日
（
月
末
。
日･

月
曜

日
に
当
た
る
と
き
は
翌
火
曜
日
）

・
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

・
春
と
秋
の
特
別
整
理
期
間

図
書
の
郵
送
貸
出
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
に
来
館
で
き
な
い
身
体

障
害
者
の
一
部
の
か
た
と
要
介
護

認
定
者
の
か
た
に
郵
送
貸
出
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｕhttp://w
w
w.lib.city.fukaya.sai

tam
a.jp/

　

催
し
物
案
内
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

気
持
ち
よ
く
ご
利
用
く
だ
さ
い

書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
、
利
用
者
端
末

ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
か
ら
で
き
ま
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
（
図
書
館
に
所
蔵
し
て

い
な
い
図
書
）
は
図
書
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は

図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

◎
火
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日･･･

午

前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
水
・
木
・
金
曜
日･･･

午
前
９
時

〜
午
後
７
時

休
館
日

・
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
開
館
）

・
祝
日
の
翌
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
そ
の
他
の
休
館
日
に
当

た
る
と
き
は
直
後
の
開
館
日
）

3435



広
報 ふかや １月１月 １№

毎月1日発行
JANUARY.2006

■
発
行
／
深
谷
市
役
所
（
秘
書
室　

埼
玉
県
深
谷
市
仲
町
11
番
１
号　

☎
５
７
１―

１
２
１
１
・
ｆ

５
７
４―

８
５
３
１
）

■
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広
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ふ
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・
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ま
す

■　
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w
w
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http://m
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人  口 148,312（－  22）

男  性 74,195（－  41）

女  性 74,117（＋  19）

世  帯  51,510（＋  38）

人口と世帯
 平成 17 年 12 月 1 日現在（前月比）
 （外国籍のかたも含みます）

※旧深谷市、旧岡部町、旧川本町、旧花園町
を合計した数字です

1月の納税

国民健康保険税 （第7期）

納期限は、1月 31日㈫です
税金は納期限内に納めましょう
口座振替のかたは、預金残高の確認を！


